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注意記号  が表示されている箇所は必ずお読みください。 

この記号は危険を引き起こす可能性がある、または注意を払う必要があることを表します。 
 
注記：その他の証明書およびコンプライアンス情報は、[装置の設定] → [システム情報] → [コンプライアンス] 

をご覧ください。 
 

CE Declaration（ヨーロッパ） 
Hereby, X-Rite, Inc. declares that the objects of the declaration described below are in conformity 
with the relevant Union harmonization legislation including Directive(s) 2014/53/EU (RED), 
2014/30/EU (EMC), 2014/35/EU (LVD), and RoHS EU 2015/863. 

Description / Intended Use eXact 2 Basic CL B Peripheral Spectrophotometer w/ WLAN 
Article 3.2: Applied Radio 
Spectrum Standard(s) 

eXact 2 Basic ETSI EN 300 328 V2.2.2 - module (ATWILC1000-
MR110PB) 

Article 3.1(b): Applied EMC 
Standard(s) 

EN 61326-1 : 2013, EN 55011 :2016, A1 :2017, A11 :2020 
EN 301 489-1 V2.1.1, EN 301 489-1 V2.2.3, EN 301 489-17 V3.2.0 

Article 3.1(a): Applied Health 
and Safety Standard(s) 

EN 62368-1 : 2014 / AC : 2015 / A11 : 2017 
EN 62311 : 2008, EN 62233 : 2008 
EN 61010-1:2010/A1 :2019 (Edition 3.1), IEC/EN 62471 

Frequency band(s) in which the 
radio equipment operates 

eXact 2 Basic 2400 – 2483.5 MHz 

Maximum radio-frequency 
power transmitted 

eXact 2 Basic 19.6 dBm (ATWILC1000-MR110PB) 

米国  

注記：This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules.These limits are designed to provide reasonable protection against 
harmful interference in a residential installation.  
This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio communications.However, there is 
no guarantee that interference will not occur in a particular installation.If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment off and on, 
the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following measures: 
―Reorient or relocate the receiving antenna. 
―Increase the separation between the equipment and receiver.  
―Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 
―Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.  
47 CFR § 2.1077 Compliance Information Unique Identifier: eXact 2 Basic 
Responsible Party (US Contact Information): X-Rite, Inc., 4300 44th Street SE, Grand Rapids, MI 49512 
USA 
Models with Wi-Fi: FCC ID: LSV-EXACT2 
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カナダ  
CAN ICES-003 (B) I NM8-003 (B) 
Models with Wi-Fi: IC: 20894-EXACT2 

USA CANADA NOTICE（米国／カナダ）：This device complies with Part 15 of the FCC Rules and with 
Industry Canada license-exempt RSS standard(s).Operation is subject to the following two conditions: (1) 
This device may not cause harmful interference, and (2) This device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 
Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux appareils radio exempts de 
licence.L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne doit pas produire de 
brouillage, et (2) l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le 
brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement. 

注記：Changes or modifications not expressively approved by the party responsible for compliance could 
void the user's authority to operate the equipment.  

RF Exposure（米国） 
This product has been tested to ensure conformance to KDB 447498 General RF Exposure Guidance and 
complies with limits for human exposure to Radio Frequency (RF) fields adopted by the Federal 
Communications Commission (FCC) and RSS-102 - Radio Frequency (RF) Exposure Compliance of Radio 
communication Apparatus (All Frequency Bands) per Canada ISED, and EN 50566 for EU hand-held 
use.Nevertheless, the device shall be used in such a manner that the potential for human contact during Wi-Fi 
transmission is minimized. 
Ce produit a été testé pour garantir la conformité aux directives générales d'exposition aux radiofréquences 
KDB 447498 et est conforme aux limites d'exposition humaine aux champs de radiofréquence (RF) adoptées 
par la Federal Communications Commission (FCC) et RSS-102 - Conformité à l'exposition aux 
radiofréquences (RF) d'appareils de communication radio (toutes les bandes de fréquences) selon ISDE 
Canada pour une utilisation portative.Néanmoins, l'appareil doit être utilisé de manière à minimiser le 
potentiel de contact humain pendant la transmission Wi-Fi. 

総務省 

 を含む 

SRRC (State Radio Regulation of China) Certification（中国） 
ITE Device: Contains CMIIT ID: 2018DJ1313 

韓国 

 R-R-XRT-E2B, 

ブラジル 
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マレーシア 

 

機器の注意 

エックスライト社により承認された用途以外に本製品を使用した場合、設計・機能に影響を与える

だけでなく、危険性を伴うことがあります。 

警告：本機を爆発物の付近に設置しないでください。 

ADVERTENCIA: NO use este aparato en los ambientes explosivos. 
AVVERTIMENTO: NON usare questo apparecchio in ambienti esplosivi. 
WARNUNG: Das Gerät darf in einer explosiven Umgebung NICHT verwendet werden. 
AVERTISSEMENT: Cet instrument ne doit pas être utilisé dans un environnement explosif. 

廃棄物処理の手順：廃電気・電子機器指令（WEEE）の対象となる機器製品は指定の収集場所にて

廃棄してください。 

本製品が説明書の手順通りに使用されない場合、装置の安全保護が損なわれたり、または不能になります。 

ユーザーにより分解された場合、eXact 2 ベーシックの製品保証は無効となります。 

注意：間違ったタイプのバッテリーで交換すると大変危険です。この際、必ずセルフ保護の充電式リチウ

ムバッテリーパック（エックスライト社のパーツ番号 SE15-48）をご使用ください。 

注意：Risque d‘explosion si la batterie est remplacée par une batterie de type incorrect.Utilisez uniquement 
le blocbatterie X-Rite au lithium-ion rechargeable et à autoprotection (n° de réf.SE15-48). 

使用済みのバッテリーは速やかに廃棄してください。幼児の周辺では絶対に使用しないでください。分解

したり、火中に投じたりしないでください。 

著作権表示 

本説明書に含まれる情報は、X-Rite, Incorporatedが有する著作権によって保護されています。 

本情報の全ての出版物に対し、本装置を設置、操作、維持する以外の目的で使用することはできません。X-

Rite, Incorporated から書面での許諾を取得せずに、本説明書の如何なる部分も、電子、磁気、機械、光学、手

動等の形式を問わず、複製、複写、他言語またはコンピューター用語に翻訳することはできません。 

Patents: www.xrite.com/ip 
“© 2026, X-Rite, Incorporated.All rights reserved” 
X-Rite, the X-Rite logo, and eXact 2 Basic are trademarks or registered trademarks of X-Rite, Incorporated in the United States and/or other countries. その

他の商標は各所有者の商標です。 

  

RGJP/75A/0722/S(22-3331) 

RGJP/76A/0722/S(22-3351) 

RGLO/19A/0722/S(22-3363) 
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製品保証 

X-Rite は、本製品に対して X-Rite からの出荷日から 12 ヶ月の構成および製造の保証を提供します。保証期

間内は欠陥部品を無償で交換または修理いたします。 

X-Rite の保証は、次から発生する保証製品の欠陥を除きます。(i) 出荷後の損害、事故、乱用、誤使用、放

置、変更等の X-Rite の推奨、付属書類、公表仕様、業界基準に沿わない使用。(ii) 推奨される仕様以外の操

作環境における装置の使用、または X-Rite が提供する保守手順書や公表仕様に準拠しない場合。(iii) X-Rite

または認定された会社以外による修理またはサービス。(iv) X-Rite より製造、流通、承認されていない部品

や消耗品の使用により発生した保証製品の欠陥。(v) X-Rite より製造、流通、承認されていない付属品また

は修正が保証製品に追加された場合。また、消耗品およびクリーニング用品の手入れは保証に含まれません。 

上記保証の破損に対するX-Riteの限定義務は、部品の無償修理または交換とし、保証期間内に欠陥品と証明

され、かつX-Riteが合理的に納得できるものに限ります。X-Riteによる修理または交換により保証期間は回

復されず、また保証期間は延長されません。 

X-Rite より指定されたサービスセンターに欠陥製品を送付される際は、梱包および郵送はお客様の自己負担

となります。製品の返送費用は、X-Riteのサービスセンターが担当する地域のみ、X-Riteが負担いたします。

指定地域外の場合、郵送料、関税、税金等の全ての費用はお客様の自己負担となります。保証期間中にサー

ビスをお受けになる場合は、領収書などの購入日を証明する記録が必要です。本製品は絶対に分解しないで

ください。ユーザーにより分解された場合、製品保証は無効となります。装置が作動しない、あるいは正し

く機能しないと思われる場合は X-Rite サービスセンターまでお問い合わせください。 

これらの保証は購入者にのみ適用されるもので、暗示・明示を問わず、市販性、特定目的や用途への適合性、

非侵害性の暗示された保証を含む、またそれに限らず他の保証すべてに代わるものです。X-Rite の経営陣以

外の社員または代理店は、前述以外のいかなる保証も提供することが承認されていません。 

X-Rite はお客様の製造コスト、経常経費、利益の損失、信用、その他の費用、および契約いかなる保証の破

損、過失、不正行為、その他の法理による間接的、特別、付随的、重要な他の損害に責任を負いません。い

かなる場合においても、これによるX-Riteの責任は、X-Riteが供給した商品またはサービスの価格を上限と

します。 
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イントロダクション・設置 

X-Rite eXact 2 ベーシックは、主に次のような機能を備えています。 

• タッチスクリーン操作のチルトディスプレイ 

• Wi-Fi ネットワークの接続 

• ISO 規格に準拠した次の測定モードをサポートします。 

o M0 
o M1 
o M2 
o M3 

• ビデオターゲット 

• 付属ソフトウェアによる装置の管理と測定データの転送 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源ボタン 

USB-C 入力 

測定ボタン 

チルトディスプレイ 

白色タイル  

ドッキングステーション 

セキュリティケーブルの取り付け口 

充電インジケーター 

フック＆マジックテープ 
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使用説明書の内容  

本説明書は、装置のセットアップ、概要、操作、メンテナンスについて説明します。ソフトウェアの使用に

ついてはソフトウェアの取り扱い説明書およびヘルプを参照してください。 

本説明書に説明される機能やオプションは、eXact 2 ベーシックモデルによって異なります。 

パッケージ内容  

製品パッケージには以下の装置とパーツが同梱されています。異なる場合は購入先までご連絡ください。 

• X-Rite eXact 2 ベーシック装置 

• ドッキングステーション（白色タイルが付属） 

• 交換アダプター（USB-C → USB-A）、USB-C インターフェースケーブル 

• AC アダプター（X-Rite P/N SE30-130）および電源コード 

• フック＆マジックテープ 

• 保存ケース 

• ドキュメント 

電源ボタン 

装置には電源ボタンが付いています。ボタンを押し、装置の電源をオンにします。電源ボタンを押しても装

置が起動しない場合は、バッテリーを充電してください。（「バッテリーパックの充電」セクション参照） 

 
電源を入れると、まずは装置の診断テストが行われ、起動画面が表示された後に測定画面が表示されます。 

  
起動画面 測定画面 

初めて電源を入れる際は、装置の起動画面に次の設定ウィザードが表示されます。 

設定ウィザードの手順は「ユーザーインターフェース」のセクションを参照してください。 

電源をオフにするには  

装置の電源を手動で切るには、[終了] が表示

されるまで電源ボタンを 5 秒間押し続けてく

ださい。[終了] をタップし確認します。 電源ボタン 
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起動画面 最初の設定ウィザード画面  

 

ディスプレイの調整 

eXact 2 ベーシックのディスプレイは角度（最大チルト：60°）を変えることで、光沢を排除し、より良好

な観察角度を確保します。チルトを使うことで、データ結果を表示するために印刷機のコンソールから装置

を持ち上げたり、ディスプレイをタップする必要はありません。 

 

バッテリーの充電 

装置に付属するバッテリーバックは出荷時に十分に充電されていません。使用を開始する前に 3時間充電し

てください。バッテリーの充電に関する詳細は、セクション「電源の接続」を参照してください。 

充電されたバッテリーは未使用状態が長期間続くと電圧が低下します。バッテリーの性能を維持するために、

長時間使用しない場合はバッテリーを定期的に充電してください。ドッキングステーションは電源につなぎ、

装置の未使用時にはドッキングステーションの上にセットした状態にしてください。これにより、装置は常

に充電された状態になります。また、装置の自動キャリブレーションも可能になります。 

バッテリーの処分  

バッテリーパックは、リサイクルに指定された場所で処分してください。 
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電源の接続 

AC アダプターに表示されている電圧が、ご使用地域の定格電圧に対応しているかどうか確認してください。 

X-Rite の AC アダプター「SE30-130」以外の使用は危険です。 

AC アダプターの定格電力：100-240V 50-60 Hz、出力：12.0 VDC @ 2.5 A 

標準 AC アダプター SE30-130 の接続  

（USB ケーブルに接続した充電） 

注記：充電には 3A 出力以上を使用することをお勧めします。 

eXact 2 ベーシック装置は、USB-A または USB-C のコンピューターポートや USB 充電器を使用して充電可

能です。 

1. 電源アダプターの USB-C コネクター（6）を装置背面に接続してください。 

2. 電源コードを ACアダプターとコンセントに差し込みます。 

本体後面の充電インジケーター（5）がオレンジ色で照明すれば、バッテリーが充電されていることを表し

ます。バッテリーはフル充電されると、インジケーターが緑に変わります。 

 

LED 充電インジケーター 

本体（5）には LED インジケーターが搭載されています。LED 表示はバッテリーの充電状態を表します。 

装置の LED 

インジケーター（2）装置後面に配置されています。 

オレンジ（点灯）：バッテリーを充電中です。 

緑（点灯）：バッテリーは USB-C 接続時にフル充電されています。 

赤（点滅）：装置のエラー（例：バッテリーを外した状態で充電を実施）。 

  

(6) 
 

(5) 
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フック＆マジックテープの取り付け 

装置には、ドッキングステーションを作業台に固定できる、フックとマジックテープファスナーが付属して

います。3 つのフックストリップ（1）は、ドッキングステーション底にあります。3 つのマジックストリ

ップ（2）はオプション製品です。 

  
マジックテープの裏をはがし、粘着面を下にしてドッキングステーションを設置する位置に貼り付けます。 

USBケーブルの接続 

重要：装置をコンピューターに接続する前に、必ずソフトウェアドライバをインストールしてください。 

装置、USB-C タイプまたは Wi-Fi 接続を介し、eXact 2 Suite ソフトウェアと通信してください。（「Wi-Fi」

セクション参照） 

1. eXact 2 Suite ソフトウェアをインストールします。（「eXact 2 Suite」セクション参照） 

2. 付属の USB ケーブルの USB-C を装置の後面（1）に差し込みます。 

3. コンピューターの USB ポートに USB ケーブルのもう一方の端子を差し込みます。 

 

(1) 
 

(2) 

(1) 
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eXact 2 Suite ソフトウェア アプリケーション 

システム要件 

• Windows 11 

• macOS 14（Sonoma）、macOS 15（Sequoia）、macOS 26（Tahoe） 

• 解像度 1360 x 768 以上 

• 最小 4 GB のハードディスク空き容量 

• 最小 4GB RAM 

macOS のサポート内容は、アップル社よりリリースされる新バージョンによって毎年変更します。エック

スライト社ではアップル社同様、最新バージョンおよび以前の 2 つのバージョンをサポートしています。 

注記：eXact 2 Suite ソフトウェアをダウンロードする前に、必ず eXact 2 ベーシック装置の製品登録を行っ

てください。（付録ページ「登録」セクション参照） 

装置をコンピューターに接続する前に、必ずソフトウェアをインストールしてください。 

装置の設定オプションを設定・実行します。例： 

• すべての設定を表示・編集 

• 装置のファームウェアを更新  

• カラーライブラリ、ジョブを作成・管理 

• 接続された eXact 2ベーシック装置からスポット測定値を取得し、Microsoft® Excelなどのアプリケ

ーションに直接データを転送します。 

• PantoneLIVE ライブラリを管理・転送 

• デジタル ルーペ画像を装置で管理・転送 

eXact 2 Suite ソフトウェアのインストール 

重要：Windows 11 にソフトウェアをインストールする際は、管理者としてログオンする必要があります。 

1. eXact Suite 2 アプリケーションをダウンロードした後、ダウンロード先を参照し、実行ファイル

（.exe）をダブルクリックします。 

2. ソフトウェアに表示される指示に従ってください。 

アプリケーションの使用に関しては、オンラインヘルプを参照してください。 
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ユーザーインターフェース 

eXact 2 ベーシックのメニュー、タッチパネルの基本的な使い方、設定ウィザードの手順、測定方法につい

て説明します。 

eXact 2 ベーシックのメニュー 

eXact 2 ベーシックのメニューには、ツール（1）とユーティリティ（2）があります。 

 
(1) ツール 

• 濃度：パッチ測定と濃度機能（濃度、TV／アミ点、TVI／ドットゲイン、トラッピング）にアクセ

スします。 

• カラー：ベタパッチを測定・比較し、カラーライブラリを検索します。 

• ジョブ：異なるパッチタイプ（用紙、ベタ、アミ点、隠蔽力、グレーバランス）によるカスタムジ

ョブを測定します。  

注記：eXact 2 Suite からジョブを作成し、装置に読み込むことが可能です。 

• マイツール：複数の設定やカラーライブラリを使用する、[カラー] ツールバージョンをカスタマイ

ズします。  

注記：[マイツール] は [カラーツール] のカスタムバージョンで、装置または eXact 2 Suite で作成す

ることが可能です。 

(2) ユーティリティ 

• キャリブレーション：装置のキャリブレーションに関する情報を表示します。 

• デジタル ルーぺ：[デジタルルーペ マネージャー] は、ターゲットエリアのライブ画像を表示します。 

• NetProfiler：現在の NetProfiler プロファイルに関する情報（バージョン、ステータスなど）を表示

します。 

• PantoneLIVE：PantoneLIVE アカウントに接続します。 

• スクリーンショット：装置のスクリーンショットを管理します。 

(1) 
 

(2) 
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• 装置の設定：Wi-Fi、ディスプレイ、表示言語など、装置の構成を設定します。 

詳細は、[ツール] および [ユーティリティ] のセクションを参照してください。 

 

スクリーンの操作 

X-Rite eXact 2 ベーシック装置は、グラフィック タッチスクリーンのディスプレイを使用します。各機能は

タッチスクリーンからアクセスします。 

ツールを開く 

ディスプレイ右上からアイコン  をタップし、eXact 2 ベーシックのメニューを開きます。下記は、[カラ

ー] をタップした例です。 

  
 

ツールを選択 

eXact 2 ベーシックのメニューには、ツールとユーティリティのリストがあります。ディスプレイを上にス

ワイプするとリストの最後、下にスワイプするとリストの先頭を見ることができます。 

  
 

ターゲットウィンドウの開閉 

ツールを使用する場合は、測定ボタンを １ 回押してターゲットウィンドウを起動します。アイコン  を

タップすると、ターゲットウィンドウを終了し、その他の測定値が表示されます。ターゲットウィンドウは

一定の時間が経過するとタイムアウトします。ターゲットウィンドウのタイムアウト時間を設定するには、

セクション「装置の設定」を参照してください。 
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設定の開き方 

装置の多くのツールは、独自の設定を使用します。画面左上の設定アイコン （1）をタップし、 [設定] 画

面を表示します。変更する設定（2）をタップします。利用可能な設定は、それぞれのツール内で説明され

ています。 

   
 

スクリーンショット 

装置のディスプレイ画像（例：ターゲット画像と視覚評価用の測定データ）を後日参照する場合は、スクリ

ーンショットを撮影することが可能です。デジタルルーペ機能でもカメラ画像を撮影することはできますが、

ディスプレイの他の部分は撮影することができません。 

スクリーンショット機能では、データ表示やその他の情報を含むディスプレイをキャプチャします。デジタ

ルルーペえは、カメラのポートを通した表示のみを撮影します。 

   
 スクリーンショット画像 デジタルルーペ画像 

スクリーンショットを撮るには： 

1. 本体後部の電源スイッチを 2 回押します。ディスプレイに白い枠と、白い網掛けの角（2）がしば

らくの間表示されます。 

    
2. スクリーンショットを処理するオプション（3）がリスト表示されます。 

3. [スクリーンショットを保存] をタップします。 

4. [ソフトウェアに送信] をタップし、スクリーンショットを eXact 2 Suite に送信します。 

5. スクリーンショットを保存または送信せずに前回の画面に戻るには、[キャンセル] をタップします。 

  

(1) (2) 

(1) (3) 

(2) 
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初期設定ウィザード 

装置を初めて起動する際、基本設定のウィザードが表示されます。 

1. [言語] をタップし、リストから装置の表示言語を選択します。アイコン  をタップし、[設定] 画面

に戻ります。 

  
2. [地域] をタップし、リストから地域を選択します。アイコン  をタップし、[設定] 画面に戻ります。 

  

3.  をタップして続行します。フィールドに装置名を入力し、  をタップして続行します。 

  
4. 国名をタップして選択します。 

  
注記：Wi-Fi を設定しない場合は、[スキップ] をタップしてください。Wi-Fi は、[装置の設定] から

いつでも設定することができます。 

5. Wi-Fi を設定するにはアイコン  タップし、[対応] に切り替えてください。Wi-Fi オプションを

選択し、リストから Wi-Fi ネットワークを選択します。[次へ] をクリックして続行します。必要に

応じてパスワードを入力し、[Enter] をタップします。 
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6. [日時] を入力した後、  をタップして続行します。 

 
7. 画面に表示される QR コードをスキャンし、エックスライト社のウェブサイトから製品登録を行い

ます。 

 
8.  をタップして続行します。 

9.  をタップして設定を完了し、終了します。測定のメインスクリーンにアクセスします。 

10. [設定を続行] をタップし、追加の設定を行います。設定を続行する場合は、[装置の設定] を参照し

てください。 

 
注記：これらの設定内容は [装置の設定] からいつでも変更可能です。 
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サンプル測定の基本手順 

サンプル測定の基本手順 

注記：装置のキャリブレーションが必要な場合は、測定を続行する前に、本書の「キャリブレーション」の

セクションを参照してください。 

1. サンプル表面から汚れ、埃や水分を取り除いてください。 

2. [濃度] または [カラー] を選択します。本例は [カラー] を選択した際の手順です。 

3. 測定ボタンを押し、ターゲットモードを起動します。 

 

 
4. [測定] ボタンを再度押し、測定を開始します。測定データが、再現カラーパッチとともにディスプレイ

に表示されます。次のサンプルを測定してください。 

5. ディスプレイ上部のアイコン  をタップすると、ターゲットモードが終了し、その他の測定データが

表示されます。 

  

測定ボタン 

測定範囲 

タップしてターゲット 
ウィンドウを終了 
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装置の設定 

[装置の設定] から、装置のグローバル設定を設定します。 

装置の設定にアクセスするには： 

1. ディスプレイ左上からアイコン  をタップし、eXact 2 ベーシックのメニューを開きます。 

2. eXact 2 ベーシックのメニューリストを上にスワイプし、[装置の設定] をタップします。 

3. 変更する設定をタップし、オプションを選択します。オプションの説明は下記を参照してください。 

4.  をタップし、設定を終了すると [装置の設定] に戻ります。 

  

Wi-Fi 
装置は Wi-Fi テクノロジーを採用しているため、ネットワークとのワイヤレス通信が可能です。アプリケー

ションと装置との間でデータを転送することができます。USB ケーブルで装置を接続すると、ワイヤレス

接続は解除されます。 

注記：eXact 2 ベーシックは 2.4 GHz の Wi-Fi ネットワークに対応しています。対象の 2.4G Hz SSID を選

択し、装置をネットワークに接続します。 

このオプションは、Wi-Fi モードを有効化／無効化、保存されたネットワークを表示、新しいネットワーク

を追加する際に使用します。 

 
Wi-Fi を有効または無効に設定 

アイコン  をタップし、Wi-Fi を有効または無効に切り替えます。Wi-Fi が有効に設定されている

場合、切り替えアイコンは青い背景で表示されます。Wi-Fi を無効にすると、他のオプションが非表示

になります。背景は黒で表示されます。 

有効に設定するとネットワークが選択可能になり、また保存したネットワークが表示されます。 

 

ネットワークを選択するには 

[ネットワークを選択] は、利用可能なネットワークを装置のリストに追加します。 

1. [ネットワークを選択] をタップした後、追加するネットワークをタップします。 
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2. [パスワード] を入力し、[接続] をタップします。 

3. 装置はネットワークから IP アドレスを取得します。次に IP アドレスと [接続されました] が表示さ

れます。 

 

4.  を 2 回タップし、[Wi-Fi オプション] に戻ります。接続されたネットワークがディスプレイに

表示されます。 

注記：複数の SSID を使用する場合は、2.4GHz 帯のものを選択してください。通常は「MyNetwork-

2G」や「MyNetwork-5G」などのネットワーク名で表示されています。 

 
保存されたネットワークを表示 

[保存されたネットワーク] は、装置に現在保存されているネットワークをリスト表示します。ネットワ

ーク名の横に [接続中] が表示されているものが、現在接続されているネットワークです。 

 

ネットワークを切断 

1. ディスプレイの Wi-Fi オプションから、使用中のネットワークをタップします。 

2. [ネットワークを切断] をタップします。装置がネットワークから解除されます。 

注記：ネットワークを保存されているリストから削除するには、[ネットワークを削除] をタップします。

タップされたネットワークは、装置に保存されているネットワークの一覧から削除されます。 

電源設定 

ターゲットのタイムアウト時間を設定します。また、スイッチをタップすると、このオプションを無効に設

定することができます。 

 
[電源設定] をタップし、オプションを選択します。 

• ターゲットのタイムアウト：バッテリーをセーブするために、詳細表示に戻るまでの、装置をター

ゲットモード（ビデオストリーミングの表示）に維持する時間を設定します。これは 15 秒から 60 

秒まで 1 秒ごとに設定可能です。既定では 15 秒に設定されています。 
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• アイドル時間：バッテリーをセーブするために、ディスプレイがスリープモードになるまでの時間

を設定します。これは 15 秒から 30 分まで 15 秒ごとに設定可能です。既定では 60 秒に設定され

ています。 

• 停止までの時間：バッテリーをセーブするために、装置がスリープモードになるまでの時間を設定

します。ディスプレイをタップすると装置が再起動します。1 時間から 5 時間を 15 分単位で設定す

るか、またはオフに設定することが可能です。既定では 30 分に設定されています。 

• シャットダウンまでの時間：バッテリーの寿命を維持するために、装置の電源がオフになるまでの

時間を設定します。電源ボタンを押すと、装置が再起動します。1 時間から 10 時間を 1 時間単位で

設定するか、またはオフに設定することが可能です。既定では 1 時間に設定されています。 

ディスプレイの設定 

ディスプレイの明るさを変更したり、装置にサンプルのサムネイルを表示する際に使用します。 

• [ディスプレイの輝度] をタップし、ディスプレイの明るさを設定します。スライドを右に動かすと

明るさが増し、左に動かすと暗くなります。 

• [サンプルのサムネイルを表示] の切り替えアイコン  をタップし、サンプルに対するサムネイ

ル画像をアイコンとして表示するかどうかを設定します。 

サウンド 

装置の音声を設定します。アイコンをタップし、オン・オフを切り替えてください。 

言語 

装置に表示される使用言語を設定します。（例：日本語、英語、フランス語）  

[言語] をタップし、装置の使用言語を選択します。 

日時 

日時を設定します。オプションをタップし、必要に応じて調整してください。 

地域の設定 

地域、桁区切り、日時形式を設定します。 

[地域の設定] をタップし、オプションを選択します。 

• 地域：地域を設定します。オプション：日本、アジア、米国、イギリス、ヨーロッパ 

• 国名：国名を設定します。国名リストから装置が使用される場所を選択してください。 

• 桁区切り：装置を使用する地域に適した、桁区切りを設定します。          

オプション：0,000.00、0.000,00 

• 時間形式：時間形式を設定します。各種オプション：12 時間制、24 時間制 
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• 日付書式：日付書式を設定します。              

オプション：月／日／年、日／月／年、日.月.年、年／月／日、年-月-日 

装置名 

装置の名前を設定します。[装置名] をタップし、名前を入力します。 

システム情報 

装置に関する情報を表示します。[システム情報] をタップし、次の情報を表示します。 

 
コンプライアンス：装置のコンプライアンス情報が表示されます。 

時間：現在の時間を表示します。 

装置名：装置の名前を表示します。既定では「eXact 2 ベーシック」になっています。 

ファームウェアのバージョン：現在使用されているファームウェアのバージョンを表示します。 

モデル：装置のモデルを表示します。 

シリアル番号：装置のシリアル番号を表示します。 

アパーチャーサイズ：装置のアパーチャーサイズを表示します。 

フィルターガラス：装置のフィルターを表示します。 

分光測色計バージョン：分光測色計のバージョンが表示されます。 

装置のステータス：  

o ：現在の測定モード（[カラー] または [濃度]）を表しします。 

o バッテリーゲージ：  バッテリーパックの状態を表します。 

 バッテリーパックは完全充電されています。（充電 > 80%） 

  バッテリーパック十分に充電されています。（受電 20%～80%） 

 注意状態：バッテリーパックの残量が低下しています。測定は可能ですが、

バッテリーパックを充電することをお勧めします。（受電 10%～20%） 

 警告状態：バッテリーパックの残量がかなり低下しており、後 2、3回の測定

しか残っていません。バッテリーパックを今すぐ充電してください。（受電 

7%～10%） 
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 注意状態にあったバッテリーパックを充電中です。 

 警告状態にあったバッテリーパックを充電中です。 

 バッテリーパックは充電中ですが、多数の測定に十分な充電量です。 

 バッテリーパックが故障していないかどうかや、正しく挿入されていること

が検証されたことを表します。 

o キャリブレーションのアイコン：キャリブレーションのアイコン  は、現在のキャリブレーショ

ンの状態を表します。白のアイコン  は、現在キャリブレーションが実行されていることを表し、

円周のセグメントは次のキャリブレーションが必要なタイミングを示します。赤のアイコン  は、

キャリブレーションが必要であることを表します。 

o ロックアイコン：現在のユーザーセキュリティ設定を表します。ロック状態   は、パスワードを

変更する必要であることを表します。ロック解除  は、ユーザーセキュリティーが無効になって

いることを表します。 

o Wi-Fi 接続のアイコン： [設定] メニューで有効になっている場合は、Wi-Fi のアイコンが表示されま

す。有効に設定する手順は「設定モード」を参照してください。 

 
Wi-Fi はオンになっていますが、装置がネットワークに接続されていません。 

 
Wi-Fi はオンになっており、ネットワークに接続されています。アーチ数は信号の強度を

表します。 

アイコンがない場合は、Wi-Fi がオフになっていることを示します。 

o NetProfiler のアイコン（使用可能な場合）：NetProfiler のアイコン  はプロファイルの使用中、

期限切れなどを示します。 

o USB のアイコン：USB アイコン  は、コンピューターの USB ポートに装置が接続されている

際に表示されます。 

o ライセンス：[ライセンス] のアイコンは、現在のライセンス状態を表します。  ＝ 装置に接続さ

れたソフトウェアから、サポートされるライセンスが受信されたことを表します。  ＝ 装置に接

続されたソフトウェアから、サポートされるライセンスが受信されていないことを表します。 

登録 QR コード 

装置を登録する際に使用する QR コードにアクセスします。モバイル装置 QR コードを読み取り、

www.my.xrite.com/ja-jp のオンラインフォームに必要事項を入力してください。 
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工場出荷状態にリセット 

装置を工場出荷状態に復元します。 

 

リセットは、装置がデータベースを再構築する間、数分（約 5 分）かかります。ディスプレイには、進行状

況を表すメッセージとスクロールホイールが表示されます。 

ユーザーセキュリティ 

装置のセキュリティ機能にアクセスします。切り替えスイッチで、各機能を有効または無効に設定します。

セキュリティ機能を有効  に設定すると、設定を参照することはできますが編集はできません。設定

にアクセスする際は、保護されている設定がグレー表示になり、変更することができません。 

 
装置の設定：装置の基本設定を保護します。 

機能設定：[濃度] や [色彩] など、特定の機能を保護します。 

ツール設定：ツールの設定を保護します。 

ライブラリの編集／削除：ライブラリの編集または削除を防ぎます。 

画像の削除：画像の削除を防ぎます。 

1 つ以上のスイッチを切り替え、[戻る] の矢印をクリックすると、セキュリティ設定を変更または有効に設

定するパスワードの入力が指示されます。 
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[OK] をタップし、パスワードを入力します。これにより設定または機能がパスワードで保護され、トップ

バーにロックアイコン  が表示されます。ロック項目をクリックし、パスワードを入力して変更します。

ロック解除後、ロック解除のアイコン  に変更します。 

注記：ロック解除された機能は自動的に再ロックされません。ロックアイコンをタップするか、またはユー

ザーセキュリティに戻り、手動でパスワード保護を有効に設定してください。 
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濃度 

[濃度] ツールの目的は、パッチタイプとカラーを自動的に選択することです。各パッチタイプに事前定義さ

れたジョブにより、あらかじめ決められている機能または機能リストと、測定値が自動的に表示されます。

例えば、用紙測定は自動的に L*a*b* で判定され、アミ点測定はドットゲイン値（TVI）によって評価される

などです。正しく設定されたジョブは、カラーバー上の異なるパッチを測定する際に、機能を手動で切り替

える作業が不要になります。 

[濃度] ツールは [ジョブ] ツールの簡易版で、基準色を使用せずに簡単な測定を行います。 

[濃度] ツールを使用する前に、必要に応じて設定や機能を確認・編集してください。 

 
濃度にアクセスするには： 

1. eXact 2 ベーシックメニューの [濃度] をタップし、アクセスします。 

2. [濃度] に関する情報は、関連ページを参照してください。 

  
 

起動画面 

ディスプレイは大きく 3 つのエリアで構成されています。 

(1) トップバー 

(2) データ表示エリア（ターゲットが使用されている場合はターゲットも表示） 

(3) 機能ディスプレイ（選択されている場合） 

 

   
 

  
トップバー 

(1) 
 

ディスプレイ：デジタル ルーペ 

(3) 
 

 
 

(2) 
 

モードのアイコン 

ディスプレイ：ターゲット 

ディスプレイ：用紙測定  
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eXact 2 ベーシックのメニューにアクセスし、現在の機能を表示、他の濃度表示オプション（パッチタイプ

＆機能）を選択、濃度設定にアクセスします。 

パッチタイプのディスプレイ＆デジタル ルーペ 

アイコン  をタップし、パッチタイプのディスプレイまたはデジタル ルーぺを選択します。 

 
ベタ：ベタパッチのタイプには数多くの機能があり、ここから選択します。詳細は「濃度機能」のセク

ションを参照してください。 

用紙：[用紙] を選択した後、右側から [用紙] を選択します。用紙が測定されていない場合、または用紙

測定値が古い場合は、今すぐ用紙を測定してください。用紙が現在測定されている場合は、ディスプレ

イに用紙の測定時間が表示されます。 

デジタル ルーぺ：[デジタル ルーペ] を選択し、測定したターゲット画像を表示します。保存した画像を

管理するには、[マネージャーに移動] をタップします。詳しくは「デジタル ルーペ マネージャー」のセ

クションをご覧ください。 

ターゲットウィンドウと測定モードの選択 

ターゲット画面には、ターゲットエリアと最後の測定値（測定パッチ／測定時間）が表示されます。ディス

プレイ上部には、現在選択されているモードとともに、基準色またはライブラリを選択するオプションが表

示されます。既定の [スポット]  アイコンは、スポット測定を行う際にハイライト表示されます。カメラ

の  アイコンをタップした後、[ルーペ] を起動し、画像を測定します。保存した画像を管理するには、

[マネージャーに移動] をタップします。詳しくは「デジタル ルーペ マネージャー」のセクションをご覧く

ださい。 

 

濃度設定 

濃度設定または [濃度] ツールに選択されたジョブを定義します。必要に応じて、ジョブごとに設定が可能で

す。既定では [濃度] が選択されています。測定を行う前に現在の設定を確認してください。 

設定にアクセスするには： 

1. eXact 2 ベーシックのメニューから  [ジョブ] を選択するか、または構成するジョブを選択します｡既定

では [濃度] が選択されています。 

2. ディスプレイ左上のアイコン  （1）をタップし [濃度設定] 画面を表示します。 

3. 変更する設定（2）をタップします。その他の設定にアクセスするには、ディスプレイを上にスワイプ

します。下記は各設定の説明です。 
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4.  をタップし、メインメニューに戻ります。 

 

  
 

ツールのリセット 

シートの測定値を消去し、作業をやり直します。 

サンプルの保存 

このオプションをオンに設定すると、サンプルの測定値が装置に保存されます。切り替えアイコン  

をタップし、サンプルの保存機能をオンにします。 

平均測定  

平均値の計算に必要な測定回数を設定します。測定回数は 2 回から 5 回

またはオフに設定することができます。測定中は、順番に測定された 

測定回数が左下に表示されます。本例は 3 回の測定からの平均計算で

す。3 回中 1 回を測定した例です。 

必要なサンプルをすべて測定する前に、測定に問題がなければチェックマークをタップしてください。これ

らすべての測定値が平均計算されます。 

機能設定  

機能に印刷機のパラメーターを設定します。 

濃度表示設定：表示するカラーレスポンスを選択します。自動カラー選択ではカラーの主要濃度（C、

M、Y、K）と最後の CMYK 測定値が表示されます。スポットカラーでは、分光濃度の最大波長を自動

選択します。 

全濃度の表示オプション：装置に表示する濃度値を選択します。 

オプション：CMYK、CMYK＋スポット 

アミ点計算：アミ点計算を設定します。方程式は C、M、Y、K、スポットカラーに個別に設定されます。

スポットカラー階調値（SCTV）は、視覚的評価と上手く関連する色の階調値を出力します。階調が視

覚的に等距離のステップで印刷されると、関連 SCTV値はほぼ等距離の割合（0～100%）になります。

マレー・デービス方程式では、光の光学的吸収による濃度増加の影響が含まれた値になります。ユー

ル・ニールセン方程式では、異なる条件に適応させることができます。色にユール・ニールセン方程式

(2) 

(1) 

(1) 
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が選択されている場合は、係数を設定します。オプション：マレー・デービス、ユール・ニールセン、

SCTV（ISO 20654）。 

アミ点％：アミ点測定に 5 つまでのアミ点パッチ％を設定可能です。切り替えアイコン  をタップ

し、個別のアミ点パッチをオンにします。 

印刷プレーのトユール・ニールセン n ファクター：印刷プレートのアミ点面積を計算するファクターを

設定します。工場出荷時は 1.15の値に設定されています。数値は 0.50から 9.90を使用できます。 

印刷プレートタイプ：使用する印刷プレートのタイプを設定します。オプション：ポジ、ネガ。 

TV（アミ点）／TVI（ドットゲイン）：アミ点の計算方法を設定します。オプション：TV（アミ点）、

TVI（ドットゲイン） 

濃度白色基準 

様々な濃度機能に対する用紙基準または絶対基準の条件を設定します。[マイナス用紙] を白色ベースとして

選択した場合、測定は印刷インキレイヤーのみを参照し、用紙色の影響は含まれません。[絶対値] を選択し

た場合、測定値に用紙の効果が考慮されます。 

すべての濃度機能に用紙測定を行うには、[マイナス用紙] を選択してください。用紙測定が必要でない場合

は、[絶対値] を選択してください。 

機能には [濃度]、[全濃度]、[濃度トレンド]、[ヒューエラー＆グレイネス] が含まれます。機能によって、用

紙測定が必要なものとそうでないものがあります。 

濃度ステータス  

すべての濃度機能に対するステータスを選択します。オプション：ISO ステータス A、E、I、T、G。 

濃度測定条件 

濃度機能（例：濃度ステータス、TVI・ドットゲイン、トラッピング）の測定条件を選択します。   

オプション：  

• M0（No）フィルターなし 

• M1（D50） 

• M2（UVC） - UV カットフィルター 

• M3（Pol） - 偏光フィルター  
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濃度機能 

測定後に表示する測定値を決定します。使用可能な機能は、濃度測定専用です。 

ベタ機能を選択するには： 

1. ディスプレイ上部の機能横からアイコン （1）をタップすると、[濃度表示オプション] が表示されます。 

2. データに適したベタ機能（2）をタップします。その他の機能にアクセスするには、ディスプレイを上

にスワイプしてください。下記は使用可能な機能のリストです。 

3. アイコン （3）をタップし、[濃度] 画面に戻ります。 

  

使用可能な濃度機能 

全濃度 トラッピング 

濃度 濃度の概要 

アミ点％ プレート測定 

コントラスト ヒューエラー＆グレイネス 

 

濃度：表示設定 

濃度表示オプションを選択します。オプション：オート、C、M、Y、K、スポットを選択可能です。[オー

ト] は、測定された優勢プロセスカラーを表示します。C、M、Y、K を選択すると、測定サンプルの濃度値

が表示されます。スポット測定は、測定色の分光曲線で最大濃度を示す波長における分光濃度を出力します。 

濃度表示の設定を選択するには：  

1. ディスプレイ右下からアイコン （1）をタップし、[濃度表示設定] を表示します。 

2. オプション（2）をタップし、アイコン （3）をタップすると、データ表示のディスプレイに戻ります。 

  
 

(1) 

(2) 

(3) 

(1) 

(2) 
(3) 
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測定手順 

測定ワークフローは使用中の機能によって異なります。[濃度] や [全濃度] など、多くの機能にはパッチのシ

ングル測定が必要です。選択した機能に応じた測定値がディスプレイに表示されます。その他、TV（アミ

点）、トラッピングなどの機能では、ワークフローにおいて複数の測定を行う必要があります。 

[濃度の概要] 機能は、[用紙]、[ベタ]、[アミ点] の各パッチを測定し、データ結果を一覧表示します。 

1. 測定ボタンを押し、ターゲットモードを起動します。 

2. [濃度]（1）を選択し、使用する測定ツールを選択します｡ 

注記：ユーザーのジョブは、メニュー [ジョブ] の下に表示されます。ジョブに関しては、次の「ジョブ」

セクションをご覧ください。 

3. 必要に応じて設定内容（3）を確認・編集します。（「濃度設定」セクション参照） 

4. 用紙の測定が必要な場合は、[濃度表示オプション] から [用紙] を選択します。装置を用紙上にセットし、

測定を実行してください。 

    
5. 用紙を測定後、アイコン  （4）をタップします。[濃度表示オプション] から濃度機能を選択し、 

データを測定・表示します。詳しくは「濃度機能」のセクションを参照してください。 

   

注記：ターゲットモードにおいてパッチタイプを選択せずに、ベタパッチ、アミ点、隠蔽力などの測定を 

続行することが可能です。測定前に個々のパッチを選択する場合は、手順 6～13 を実行してください。 

6. 装置を最初のベタパッチ（シアン）上にセットし、測定を実行してデータを表示します。 

   
7. 装置を次のベタパッチ上にセットし、測定を実行してデータを表示します。 

8. 続けて、3 つ目、4 つ目のベタパッチを測定します。 

9. アミ点パッチを測定します。 

(4) 

(1) 
(3) 

(2) 
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デジタル ルーペ 

ターゲットエリアの高解像度画像を出力します。画像を取り込み、その部分を表示したり拡大することがで

きます。[カラー] と [濃度] の画像は合計 20 個まで保存可能です 

画像を取り込むには：  

1. 測定ボタンを押し、ターゲットモードを起動します。 

2. アイコン （1）をタップし、[ルーペモード] を表示します。 

3. 装置をサンプルにセットし、再度測定ボタンを押すと、画像が取り込まれます。 

4. アイコン  または  （2）をタップすると、画像を拡大・縮小することができます。また、指で画

像の周りを移動することもできます。 

5. アイコン （3）をタップし、画像を装置に保存します。アイコン  （4）をタップし、画像を削除

します。アイコン （5）をタップし、画像を eXact 2 Suite に送信します。 

  
6. 必要に応じて、追加の画像を取り込みます。 

7. 詳細は「デジタル ルーペ マネージャー」のセクションを参照してください。 

(2) 
(3) 
(5) 

(1) 

(4) 
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カラー 

基準色との比較に関係なく、ベタパッチを測定します。一時的な基準色を作成、カラーライブラリを使用、

単体サンプルを測定可能です。 

必要に応じて、[カラー] ツールを使用する前に設定や機能を確認・編集してください。 

カラーにアクセスするには： 

1. eXact 2 ベーシックのメニューから [カラー] をタップし、メインスクリーンにアクセスします。 

2. [カラー] に関する情報は、関連ページを参照してください。 

  
 

起動画面 

ディスプレイは大きく 3 つのエリアで構成されています。 

(1) トップバー 

(2) データ表示エリア（ターゲットが使用されている場合はターゲットも表示） 

(3) 機能ディスプレイ（選択されている場合） 

 

   
 

   
 

トップバー 

eXact 2 ベーシックのメニューにアクセスし、現在の機能を表示、他のカラー表示オプション（パッチタイ

プ＆機能）を選択、基準色を選択、カラー設定にアクセスします。 

  

(1) 
 

(3) 
 

ディスプレイ：用紙測定  ディスプレイ：デジタル ルーペ 

(2) 
 

 
 

ディスプレイ：ターゲット 

モードのアイコン 
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パッチタイプのディスプレイ＆デジタル ルーペ 

アイコン  をタップし、[カラー表示オプション] にアクセスした後、パッチタイプまたはデジタルルーペ

を選択します。 

 
サンプル：サンプルパッチのタイプには数多くの機能があり、ここから選択します。（「サンプル機能」

セクション参照） 

用紙：[用紙] を選択した後、右側から [用紙] を選択します。用紙が測定されていない場合、または用紙

測定値が古い場合は、今すぐ用紙を測定してください。用紙が現在測定されている場合は、ディスプレ

イに用紙の測定時間が表示されます。 

デジタル ルーぺ：[デジタル ルーペ] を選択し、測定したターゲット画像を表示します。保存した画像を

管理するには、[マネージャーに移動] をタップします。デジタル ルーペ画像の取り込み・使用に関する

詳細は「デジタル ルーペ マネージャー」のセクションを参照してください。 

ターゲット表示と測定モードの選択 

ターゲット画面には、ターゲットエリアと最後の測定値（測定パッチ／測定時間）が表示されます。ディス

プレイ上部には、現在選択されているモードとともに、基準色またはライブラリを選択するオプションが表

示されます。既定の [スポット]  アイコンは、スポット測定を行う際にハイライト表示されます。カメラ

の  アイコンをタップした後、[ルーペ] を起動し、画像を測定します。保存した画像を管理するには、

[マネージャーに移動] をタップします。デジタル ルーペ画像の取り込み・使用に関する詳細は「デジタル 

ルーペ マネージャー」のセクションを参照してください。 

カラー設定 

カラー設定または [カラー] ツールの [マイツール] を定義します。必要に応じて、ツールごとに設定可能で

す。既定では [カラー] ツールが選択されています。測定を行う前に現在の設定を確認してください。 

設定にアクセスするには： 

1. 設定する eXact 2 ベーシックのメニューから [カラー] またはツールを選択します｡既定では [カラー] が

選択されています。 

2. ディスプレイ左上のアイコン  （1）をタップし [カラー設定] を表示します。 

3. 変更する設定（2）をタップします。その他の設定にアクセスするには、ディスプレイを上にスワイプ

します。下記は各設定の説明です。 

4.  をタップし、メインメニューに戻ります。 

 
(1) 
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基準色の検索 

このオプションをオンに設定すると、装置はサンプル測定に最も近い基準色を検索します。基準色の検索機

能は、選択されたカラーライブラリの中で最も近似する基準色を検索します。切り替えアイコン  を

タップし、設定をオンにします。ライブラリの選択については、「カラーライブラリと基準色の選択」を参

照してください。 

機能設定  

各機能のパラメーターを設定します。 

濃度表示設定：表示するカラーレスポンスを選択します。自動カラー選択ではカラーの主要濃度（C、

M、Y、K）と最後の CMYK 測定値が表示されます。スポットカラーでは、分光濃度の最大波長を自動

選択します。 

全濃度の表示オプション：表示された濃度値を選択します。オプション →CMYK、CMYK＋スポット 

メタメリズム：メタメリズム機能の測定にイルミナント／観測者視野の組み合わせを設定します。メタ

メリズムのインデックスを決定することで、イルミナント（観察照明条件）の変更時に相互の色の関係

の変化をチェックすることができます。イルミナントは 3 つまで設定可能です。 

着色力の計算式：計算方法を設定します。オプション →最大吸収波長 K/S、xyz 平均 K/S。最大吸収波

長 K/S は、分光カーブの最大反射率の波長で計算されます。 

xyz 平均 K/S は、可視スペクトル全体における xyz 平均 K/S から着色力を計算します。 

着色剤の着色力：着色力を判断するインキタイプを選択します。 

オプション →透明インキ、不透明インキ、テキスタイル染料 

反射グラフ - Y 軸スケール：反射測定の Y 軸スケールを設定します。   

オプション →0..100%、0..1。 

サンプルの保存 

このオプションをオンに設定すると、サンプルの測定値が装置に保存されます。切り替えアイコン  

をタップし、サンプルの保存機能をオンにします。 

簡易基準色ライブラリを消去  

サンプル比較に保存された簡易基準色をクリアします。基準色は、[基準色を追加] → [ライブラリから] に表

示されます。 

(2) 
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濃度白色基準 

様々な濃度機能に対する用紙基準または絶対基準の条件を設定します。[マイナス用紙] を白色ベースとして

選択した場合、測定は印刷インキレイヤーのみを参照し、用紙色の影響は含まれません。[絶対値] を選択し

た場合、測定値に用紙の効果が考慮されます。 

濃度測定機能すべてに用紙測定条件を選択するには、[マイナス用紙] を選択してください。濃度測定機能す

べてに絶対測定条件を選択するには、[絶対値] を選択してください。機能には、濃度、全濃度、濃度トレン

ド、濃度＆L*a*b*、濃度＆L*C*h°、ヒューエラー＆グレイネスが含まれます。 

濃度ステータス  

すべての濃度機能に対するステータスを選択します。オプション：ISO ステータス A、E、I、T、G。 

濃度測定条件 

濃度機能（例：濃度ステータス、TVI・ドットゲイン、トラッピング）の測定条件を選択します。   

オプション：  

• M0（No）フィルターなし 

• M1（D50） 

• M2（UVC） - UV カットフィルター 

• M3（Pol） - 偏光フィルター 

イルミナント／観測者 

イルミナント／観測者視野の組み合わせを選択します。 

色彩測定条件 

色彩機能（例：CIE L*a*b*）に対する測定条件を選択します。オプション：  

• M0（No） - フィルターなし 

• M1（D50） 

• M2（UVC） - UV カットフィルター 

• M3（Pol） - 偏光フィルター  

使用中の ΔE 方式 

測色に使用する ΔE 色差式を選択します。オプション →CIE ∆E*76、∆Ecmc、CIE ∆E*00、CIE ∆E*94。

∆Ecmc、CIE ∆E*00 または CIE ∆E*94 を選択すると、属性係数を調整することができます。 

ΔE 係数 

ΔEcmc、CIE ΔE*00、CIE ΔE*94 の定数を調整します。 
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平均測定  

平均値の計算に必要な測定数を設定します。測定回数は 2回から 5回またはオフに設定することができます。 

サンプル機能 

測定後に表示する測定値を決定します。使用可能な機能は、測色専用です。 

サンプル機能を選択するには： 

1. ディスプレイ上部の機能横からアイコン  （1）をタップし、[カラー表示オプション] を表示します。 

2. サンプル機能（2）をタップします。その他の機能にアクセスするには、ディスプレイを上にスワイプ

してください。下記は使用可能な機能のリストです。 

3. アイコン  （3）をタップし、[カラー] 画面に戻ります。 

  
 

頻繁に使用する機能は、お気に入りに設定することができます。お気に入りに追加された機能は、機能一覧

の最上部に表示されます。お気に入りは複数設定可能です。 

機能をお気に入りに設定するには： 

1. 星のアイコン（1）をタップし、機能をお気に入りに追加します。星（2）が点灯します。 

  
2. 機能をお気に入りから外すには、点灯している星のアイコンを再度タップします。 

  

(1) 

(2) 

(1) 

(3) 

(2) 
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使用可能なカラー機能 

CIE L*a*b* 濃度 & CIE L*a*b* 

CIE L*a*b*C*h° 濃度＆CIE L*C*h° 

CIE L*C*h° 濃度 

CIE XYZ 濃度トレンド 

CIE Yxy 全濃度 

プレート測定 ΔE トレンド 

ヒューエラー＆グレイネス  

 
注記：各機能の説明は、付録ページの「カラーとマイツール」を参照してください。 

= 
 

濃度：表示設定 

濃度表示オプションを選択します。オプション：オート、C、M、Y、K、スポットを選択可能です。[オー

ト] は、測定されたプロセスカラーの主濃度を表示します。C、M、Y、K を選択すると、測定サンプルの濃

度値が表示されます。スポット測定は、測定色の分光曲線で最大濃度を示す波長における分光濃度を出力し

ます。 

濃度表示の設定を選択するには：  

1. ディスプレイ右下からアイコン （1）をタップし、[濃度表示設定] を表示します。 

2. オプション（2）をタップし、アイコン （3）をタップすると、データ表示のディスプレイに戻ります。 

  
 

グラフ表示 

カラーとツールには、測定データをグラフで表示することが可能です。グラフの選択は機能に依存しません。

最後に使用したグラフが自動的に選択されます。 

グラフを選択するには：  

1. ディスプレイ下からアイコン （1）をタップし、[グラフ] を表示します。 

2. アイコン （2）)をタップし、使用可能な一覧を表示します。 

3. グラフ表示（3）を選択し、アイコン （4）をタップすると、選択したグラフに測定値が表示されます。 

(1) 
(2) 

(3) 
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4. 終了後、アイコン  をタップし、データ表示の画面に戻ります。 

   
 

次のグラフを選択可能です。 
 

Lab グラフ Lch グラフ 

  
この 2 つのグラフは測定値をカラーホイールに表示し、輝度のバーグラフを表示します。サンプル  と基

準色  （使用されている場合）は相対的に表示され、カラーホイールと L バー上の位置が表示されます。 

 

反射率グラフ 

 
反射率グラフは 400 nm から 700 nm の可視光領域で測定値をプロット・表示します。青い曲線はサンプル

の値、白い曲線は基準色の値を表します（使用されている場合）。 

 

ΔE グラフ 

 
ΔE グラフには輝度を表すバーグラフと、基準色が中央になった図が表示されます。サンプルは中心からの

相対位置でプロットされます。サンプルが基準色より濃い／薄い、赤／緑などを見やすく表示します。 

(1) (3) 

(2) (4) 
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測定手順 

1. [カラー]（1） を選択し、使用する測定ツールを選択します。 

2. 必要に応じて設定内容（3）を確認・編集します。詳しくは本書前半のセクション「カラー設定」を参

照してください。 

3. 測定ボタンを押し、ターゲットモードに入ります。 

4. ディスプレイ上部の機能名の横にあるアイコン  をタップし、[カラー表示オプション] にアクセスし

ます。 

5. [用紙] をパッチタイプとして選択し、必要に応じて用紙を測定します。装置を用紙上にセットし、測定

ボタンを押してを開始します。 

     
6. 用紙を測定後、アイコン （4）をタップします。[カラー表示オプション] からカラー機能を選択し、

データを測定・表示します。（「カラー機能」セクション参照） 

   
7. 基準色の比較が必要な場合は、次のセクション「カラーライブラリと基準色の選択」を参照してくださ

い。 

8. セクション「サンプル測定の基本手順」の説明に従って、装置をサンプルにセットし測定を開始します。 

9. 機能に応じて測定を続行するか、アイコン  をタップし、ターゲットウィンドウを閉じた後、測定デ

ータを表示します。 

 
注記：選択したカラーライブラリの基準色に許容値が含まれる場合、標準パッチと測定値の ∆E 値の横にス

テータスのアイコンが表示されます。（下記例参照） 

合格：  不合格：  警告：  

 

(1) 
(4) 

(2) 

(3) 
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データ表示 

測定終了後、測定サンプルの値（1）と現在の基準色と比較した Δ 値（2）が表示されます。表示を切り替

え、基準色の実測値を表示します。ヘッダーの青いハイライト表示は、現在表示されている値を表します。 

   
1. 基準色のドロップダウン（3）をタップし、サンプルの値を表示するデータ表示から、現在の基準色値

の表示に切り替えます（4）。現在選択されている機能に値が表示されます。 

2. サンプル情報のタブ（5）をタップし、サンプル値と Δ 値の表示に戻ります。 

3. 現在の基準色の横にあるアイコン （6）をタップし、ライブラリと基準色の選択画面を表示します。

詳細は「カラーライブラリと基準色の選択」を参照してください。 

注記：アイコン （5）をタップして [濃度表示設定] を開き、濃度レスポンスを表示します。または、デ

ィスプレイ下部のアイコン （1）をタップし、[グラフ] 表示を開きます。詳細は、前述の「濃度：表示

設定」または「グラフ」表示のセクションを参照してください。 

 

カラーライブラリと基準色の選択 

データを保存せずに、基準色とサンプル測定値の比較に使用する、カラーライブラリまたは基準色を選択し

ます。まず、カラーライブラリまたは基準色を選択します。それ以降の測定は、選択された基準色またはカ

ラーライブラリの最も近似する基準色と比較されます（[設定] で [基準色の検索] が有効に設定されている場

合を除く）。 

カラーライブラリを選択 

カラーライブラリを選択します。既定では、ライブラリ [簡易基準色] が選択されています。 

1. 現在のカラーライブラリの横からアイコン （1）をタップします。 

2. アイコン （2）をタップし、リストから別のカラーライブラリ（3）を選択します。 

       
 

  

(2) 

(3) 

(1) 

(1) (4) 

(3) 

(2) 

(5) (6) 
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ライブラリから基準色を選択するには 

選択したライブラリから基準色を選択します。 

1. 現在のカラーライブラリの横からアイコン （1）をタップします。 

2. リストから使用する基準色（2）をタップします。 

  

3. [基準色を表示] のアイコン （3）をタップし、値のセットを表示します。既定値のセットには LabCh 

の値が含まれます。左にスワイプすると、基準色の濃度が表示されます。使用されている他の値のセッ

トは、左にスワイプして表示します。 

4. 基準色に許容値が関連付けられている場合は、[許容値]（5）をタップして表示します。アイコン 

（6）をタップし、値のリソースを表示します。 

  
 
サンプルを基準色に使用するには 

次のサンプル測定値を、サンプルと比較する現在の基準色に設定します。この基準色は、[簡易基準色] に保

存されます。この基準色は、[カラー設定] でクリアされるまで維持されます。 

1. 基準色として使用するサンプルを測定します｡ 

2. アイコン （7）をタップし、使用中の基準色データを現在の測定値と置き換えます。基準色が [簡易

基準色] に追加されます。 

  
 

  

(3) 
(1) 

(7) 

(2) 

(5) 

(4)  (6) 
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デジタル ルーぺ 

ターゲットエリアの高解像度画像を出力します。画像を取り込み、その部分を表示したり拡大することがで

きます。装置は合計 20 個までの画像を保存可能です 

画像を取り込むには：  

1. 測定ボタンを押し、ターゲットモードを起動します。 

2. アイコン （1）をタップし、[ルーペモード] を表示します。 

3. 装置をサンプルにセットし、再度測定ボタンを押すと、画像が取り込まれます。 

4. アイコン  または  （2）をタップすると、画像を拡大・縮小することができます。また、指で画

像の周りを移動することもできます。 

5. アイコン （4）をタップし、画像を装置に保存します。アイコン  （3）をタップし、画像を削除

します。アイコン （5）をタップし、画像を eXact 2 Suite に送信します。 

  
6. 必要に応じて、追加の画像を取り込みます。 

7. 詳細は「デジタル ルーペ マネージャー」のセクションを参照してください。 

(2) 
(3) 

(4) 

(1) 
(5) 
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ジョブ 

[ジョブ] は印刷にグループ化された色仕様のコレクションです。[ジョブ] には許容値、合否許容値、測定パ

ラメーター、各パッチタイプ（用紙、ベタ、TV・アミ点、隠蔽力、グレーバランス、ブラック CMY）の基

準値が含まれます。 

ジョブから OK シートを作成するオプションもあります。[OK シートを作成] は現在のジョブのコピーを作

成しますが、基準色を最後のパッチごとに測定されたサンプルに置き換えます。 

 

ジョブにアクセスするには： 

1. eXact 2 ベーシックメニューの [ジョブ] をタップし、アクセスします。 

2. [ジョブ] に関する情報は、関連ページを参照してください。 

  
 

起動画面 

ディスプレイは大きく 3 つのエリアで構成されています。 

(1) トップバー 

(2) 検索・並び替えフィールド 

(3) ジョブフォルダー 

 
トップバー 

eXact 2 ベーシックのメニューから、新規ジョブを作成およびジョブオプションにアクセスします。 

検索・並び替えフィールド 

ジョブを検索します。 

ジョブフォルダー 

ジョブを一覧表示します。  アイコンをタップし、ジョブを並び替えます。 

装置には事前に複数のジョブが搭載されています。eXact 2 Suite を使用し、カスタムジョブを作成・追加

します。 

(1) 
 (2) 

 (3) 
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ジョブ設定 

ジョブの設定を定義します。必要に応じて、ジョブごとに異なる設定を使用可能です。既定では [カラー] ツ

ールが選択されています。測定を行う前に現在の設定を確認してください。 

設定にアクセスするには： 

1. 設定する eXact 2 ベーシックのメニューから [ジョブ] または [ジョブ] を選択します。 

2. ディスプレイ左上のアイコン  （1）をタップし [カラー設定] を表示します。 

3. 変更する設定（2）をタップします。その他の設定にアクセスするには、ディスプレイを上にスワイプ

します。下記は各設定の説明です。 

4.  をタップし、メインメニューに戻ります。 

  
 

オートパッチ 

[オートパッチ] は CMYK ジョブに自動パッチ認識機能を使用しながら、濃度とカラー測定を行います。 

装置はパッチタイプを検出し、測定ごとに学習します。装置は、プロセスカラー（C、M、Y、K）のみを自

動検出します。下記は、[オートパッチ] でサポートされるパッチタイプです。 

• 用紙パッチ 

• ベタ（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック、スポットカラー） 

• 3 つの隠蔽力（C+Y、C+M、M+Y） 

• ベタにつき 1 つから 5 つのアミ点パッチ（[ジョブテンプレート] 設定における [アミ点パッチ] に依存） 

• 1 つから 5 つのグレーバランスパッチ（[ジョブテンプレート] 設定における [グレーバランス：パッ

チ％] に依存） 

• ブラック CMY（G7） 

OK シートを作成 

現在のシートから OK シートを作成します。（「OK シートを作成」セクション参照） 

ジョブのリセット 

ジョブの測定値を消去し、作業をやり直します。 

(2) 

(1) 
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サンプルの保存 

このオプションをオンに設定すると、サンプルの測定値が装置に保存されます。切り替えアイコン  

をタップし、サンプルの保存機能をオンにします。 

平均測定  

平均値の計算に必要な測定数を設定します。測定回数は 2回から 5回またはオフに設定することができます。 

機能設定  

各ジョブ機能のパラメーターを設定します。 

濃度表示設定：表示するカラーレスポンスを選択します。自動カラー選択ではカラーの主要濃度（C、

M、Y、K）と最後の CMYK 測定値が表示されます。スポットカラーでは、分光濃度の最大波長を自動

選択します。 

全濃度の表示オプション：装置に表示する濃度値を選択します。オプション：CMYK、CMYK＋スポット 

CMY バランス - 許容値：濃度バランスの値を設定します。0.01 から 0.99 までの値を設定してください｡ 

アミ点計算：アミ点計算を設定します。方程式は C、M、Y、K、スポットカラーに個別に設定されます。

スポットカラー階調値（SCTV）は、視覚的評価と上手く関連する色の階調値を出力します。階調が視

覚的に等距離のステップで印刷されると、関連 SCTV値はほぼ等距離の割合（0～100%）になります。

マレー・デービス方程式では、光の光学的吸収による濃度増加の影響が含まれた値になります。ユー

ル・ニールセン方程式では、異なる条件に適応させることができます。色にユール・ニールセン方程式

が選択されている場合は、係数を設定します。オプション：マレー・デービス、ユール・ニールセン、

SCTV（ISO 20654）。 

トラッピング計算：トラッピングの計算式を設定します。ベタインキが他のベタインキ上（隠蔽力）に

どのように印刷できるかを判断します。良好な範囲でのトラッピングは、良好なカラーガモットを確保

します。カラーレスポンスを自動モードに設定すると、トラッピングがプロセスインキで操作します。

スポットカラーを使用する際は、スポット設定をご使用ください。オプション：プルーセル、ブルーナ

ー、Ritz。 

着色力の計算式：計算方法を設定します。オプション：最大吸収波長 K/S、xyz 平均 K/S。最大吸収波

長 K/S は、分光カーブの最大反射率の波長で計算されます。 

xyz 平均 K/S は、可視スペクトル全体における xyz 平均 K/S から着色力を計算します。 

着色剤の着色力：着色力を判断するインキタイプを選択します。 

オプション：透明インキ、不透明インキ、テキスタイル染料 

反射グラフ - Y 軸スケール：反射測定の Y 軸スケールを設定します。  

オプション：0..100%、0..1。 



X - R i t e  e X a c t  2 ベ ー シ ッ ク  

49 

TVI テーブル スプレッド：TVI テーブルスプレッド（ドットゲインテーブル：スプレッド）の設定に 

使用します。このジョブ機能は、最後のアミ点測定のドットゲインの結果をテーブルに一覧表示します。

さらに、プロセスインキ（CMY）間のミッドトーンスプレッド値も表示します。 

スプレッドは、指定スクリーン%（例：50%）におけるプロセスカラーインキ（CMY）に沿って、最少

階調値から最大階調値を差し引いて計算されます。スプレッドが小さいほどグレーバランスは良好にな

ります。G7および PSOは、スプレッドの計算がわずかに異なります。オプション：[中間]、[全て] 

ジョブテンプレートの設定 

現在のジョブに選択されている設定です。テンプレートによってロックされているため、通常は変更できま

せん。パラメーター： 

濃度白色基準 

様々な濃度機能に対する用紙基準または絶対基準の条件を設定します。[マイナス用紙] を白色ベースと

して選択した場合、測定は印刷インキレイヤーのみを参照し、用紙色の影響は含まれません。[絶対値] 

を選択した場合、測定値に用紙の効果が考慮されます。 

濃度測定機能すべてに用紙測定条件を選択するには、[マイナス用紙] を選択してください。濃度測定機

能すべてに絶対測定条件を選択するには、[絶対値] を選択してください。機能には、濃度、全濃度、濃

度トレンド、濃度＆L*a*b*、濃度＆L*C*h°、ヒューエラー＆グレーネスが含まれます。 

濃度ステータス  

すべての濃度機能に対するステータスを選択します。オプション：ISO ステータス A、E、I、T、G。 

濃度測定条件 

濃度機能（例：濃度ステータス、TVI・ドットゲイン、トラッピング）の測定条件を選択します。オプ

ション：  

• M0（No）フィルターなし 

• M1（D50） 

• M2（UVC） - UV カットフィルター 

• M3（Pol） - 偏光フィルター 

イルミナント／観測者 

イルミナント／観測者視野の組み合わせを選択します。 
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色彩測定条件 

色彩機能（例：CIE L*a*b*）に対する測定条件を選択します。オプション：  

• M0（No） - フィルターなし 

• M1（D50） 

• M2（UVC） - UV カットフィルター 

• M3（Pol） - 偏光フィルター 

使用中の ΔE 方式 

測色に使用する ΔE 色差式を選択します。オプション：CIE ∆E*76、∆Ecmc、CIE ∆E*00、CIE ∆E*94。

∆Ecmc、CIE ∆E*00 または CIE ∆E*94 を選択すると、属性係数を調整することができます。 

ΔE 係数 

ΔEcmc、CIE ΔE*00、CIE ΔE*94 の定数を調整します。 

ベーシック対応ジョブ 

[ベーシック対応ジョブ] とは、ソフトウェア eXact 2 Suite において eXact 2 ベーシックでサポートされる設

定および機能のみを使用するジョブを表します。ジョブにサポートされていない設定が含まれる場合、 

eXact 2 Suite はそのジョブを「ベーシックに未対応」としてフラグを表示し、ベーシック装置への転送を

阻止するとともに、eXact 2 ベーシックでサポートされていないジョブの部分を表示します。 

対応設定 

• 光源（イルミナント）／視野（標準観測者） 

o D50/2 専用 

• ΔE の表示方式 

o ΔE*76 
o ΔE*2000 

• 許容値タイプ： 

o CMYK 濃度差 

o 分光濃度差 
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ジョブ機能 

測定後に表示する測定値を決定します。使用可能な機能は濃度測定に特定し、パッチタイプごとに情報を表

示します。 

また、[濃度の概要] 機能は [用紙]、[ベタ]、[アミ点] の各パッチの測定を必要とし、データ結果をディスプレ

イに一覧表示します。 

 

ジョブ機能を選択するには： 

1. ディスプレイ上部の機能の横からアイコン  （1）をタップし、ジョブの [表示オプション] を表示し

ます。 

  
2. [一覧]（2）をタップし、ジョブの測定値を一覧表示します。 

3. 左のパッチタイプ（3）をタップし、使用可能な機能（4）を表示します。その他のパッチタイプや機能

にアクセスするには、ディスプレイを上にスワイプしてください。下記は使用可能な機能のリストです。 

4. アイコン （3）をタップし、[ジョブ測定] 画面に戻ります。 

 
 

パッチタイプ別に使用可能な機能 

用紙 ベタ色 アミ点 オーバープリント グレーバランス 

全濃度 濃度 アミ点％ 全濃度 グレーバランス品質管理 

Lab 濃度トレンド ドットゲイン・TVI トラッピング CMYバランス 

LCh 全濃度 Lab Lab ΔE トレンド 

LabCh Lab 濃度＆Lab LabCh 全濃度 

用紙品質管理 濃度＆Lab LabCh ΔE トレンド Lab 
ΔE トレンド LabCh ΔE トレンド LCh LabCh 

 LCh LCh スポット測定 LCh 

 濃度＆LCh 濃度＆LCh   

 ΔE トレンド 濃度   

 ヒューエラー＆グレイネス 濃度トレンド   

 スポット測定 コントラスト   
 

(1) (4) 

(2) 

(3) 
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オーバーライド測定 

選択したパッチの測定値を新しい測定値で上書きします。オーバーライドは、次の測定から [オートパッチ] 

機能を無効にします。識別が困難なパッチ測定に使用可能です。また、この機能はスポットカラーを追加す

ることも可能です。 

オーバーライド測定を行うには：  

1. ディスプレイ上部からアイコン （1）をタップし、[オーバーライド測定] を開きます。 

2. リストからパッチ（2）を選択します。選択したパッチの測定画面に自動的に切り替わります。 

  
3. 選択したパッチを測定します。 

 

ジョブを選択 

ジョブを選択し、関連ツールで開きます。 

1. eXact 2 ベーシックのメニューから [ジョブ]（1）を選択します。 

2. 検索フィールド（2）をタップし、バーチャルキーボードからジョブ名を入力します。 

3. [ジョブ] フォルダーが表示されるまで [Enter] をタップするか、またはディスプレイをスワイプします。 

注記：[フィルター] をタップし、ジョブの並び替えオプションを選択することもできます。 

4. 対象のジョブフォルダーが表示されるまで、ディスプレイをスワイプします。 

5. ジョブ（3）をタップします。選択されたジョブ（4）が、関連ツールに開きます。 

   
6. [濃度] メニューにおけるツールの操作については、「濃度」セクションを参照してください。 

7. カラーバーのスキャン方法は、「スキャン」セクションを参照してください 

 
 

(2) (4) 

(3) (1) 

(1) 

(2) 
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OK シートを作成 

1 つのジョブに対するすべてのパッチを測定した後、最後に測定したシートを OK シートとして保存します。

この機能を使用する際、現在のジョブのコピーが作成されます。ジョブの基準値を、パッチごとに測定され

た最後のサンプル測定値に置き換えます。 

OK シートを作成： 

1. ディスプレイ上部の機能の横からアイコン  をタップし、[ジョブ表示] を表示します。 

2. [作成] をクリックし、OK シートを作成します。 

  
3.  バーチャルキーボード（2）を使用し、OK シートの名前を入力します。 

 
4. [OK] をタップし、OK シートから作成したジョブに切り替え、これを現在のジョブに設定します。 

注記：[キャンセル] をタップすると OK シートは保存されますが、現在のジョブがそのまま選択された

状態になります。 

5. OK シートのジョブから、ジョブの測定を開始します。 

 
 

(1) 

(2) 
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キャリブレーション 

重要：白色タイルは、しみや埃に大きく影響されます。装置は定期的に清掃してください。白色タイルおよ

びオプチクスの部分を清掃する際は、「清掃」セクションを参照してください。 

白色タイルはドッキングステーションに一体化されています。装置のキャリブレーション頻度は、1 時間か

ら 24 時間に設定可能です。（「キャリブレーションの設定」セクション参照）白のアイコン  は、現在

キャリブレーションが実行されていることを表し、円周のセグメントは次のキャリブレーションが必要なタ

イミングを示します。赤のアイコン  は、キャリブレーションが必要であることを表します。赤のアイ

コンが表示された場合は、測定を行う前に必ずキャリブレーションを実行してください。 

すべての eXact 2 装置は、どのドッキングステーションでもキャリブレーションが可能です。装置は付属の

キャリブレーション基準板に依存しません。装置はドッキングステーションの QR コードを読み取り、キャ

リブレーション情報を認識します。 

キャリブレーションの設定 

[キャリブレーション] の設定を定義します。 

キャリブレーション設定にアクセスするには 

1. eXact 2 ベーシックのメニューから [キャリブレーション]（1）を選択します。キャリブレーション画面

には、現在のキャリブレーションの状態、最後のキャリブレーション、その他の情報が表示されます。 

2. ディスプレイ左上の （2）をタップし、[キャリブレーションの設定] を開きます。 

3. 変更する設定（3）をタップします。下記は各設定の説明です。 

4.  をタップし、メインメニューに戻ります。 

      

有効なキャリブレーション (時間) 

キャリブレーションの間隔を設定します。キャリブレーションは 1 時間から 24 時間まで、1 時間単位で設

定可能です。既定では 12 時間に設定されています。 

(3) 

(1) 
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キャリブレーションの警告タイマー 1（分） 

キャリブレーションが必要であることを表す、最初の警告メッセージが表示されるまでの時間を設定します。

キャリブレーション警告タイマー 1 のウィンドウは 2 分から 60 分まで、1 分単位で設定可能です。既定で

は 60 分に設定されています。 

キャリブレーションの警告タイマー 2（分） 

キャリブレーションが必要であることを表す 2 回目の警告メッセージが表示されるまでの時間を設定しま

す。キャリブレーション警告タイマー 2 のウィンドウは 0 分から 60 分まで、1 分単位で設定可能です。既

定では 30 分に設定されています。 

 

キャリブレーションの実行 

1. 装置をドッキングステーションにセットします。 

 
2. eXact 2 ベーシックのメニューから [キャリブレーション]（1）を選択します。キャリブレーション画面

には、現在のキャリブレーションの状態、最後のキャリブレーション、その他の情報が表示されます。 

3. ディスプレイから [装置のキャリブレーション]（2）をタップします。キャリブレーションを実行中は、

装置にメッセージ [キャリブレーションを実行しています] が表示されます。 

     

4. キャリブレーションが終了後、[キャリブレーション完了] が表示されます。 

注記：ドッキングステーションの白色タイルには QR コードラベルが記載されています。何らかの理由

でキャリブレーションを行う前にラベルを読み取れない場合は、ディスプレイにエラーメッセージが表

示されます。その際、QR コードのラベルが汚れていないことを確認し、キャリブレーションを再度実

(2) 

(1) 
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行してください。クリーニング後もメッセージが表示される場合は、[シリアル番号を選択]（3）をタッ

プし、リスト（4）からドッキングステーションのシリアル番号を選択してください。ドッキングステ

ーションのシリアル番号は、ドッキングステーションの底面に記載されています。 

    

手動キャリブレーションボタンを使用し、キャリブレーション手順を開始し、QR コードを検知します。 

(3) 
(4) 



X - R i t e  e X a c t  2 ベ ー シ ッ ク  

57 

デジタル ルーペ マネージャー 

[デジタル ルーペ マネージャー] は、装置に保存された画像を管理します。画像はこのディスプレイから選

択または削除します。 

デジタル ルーペマネージャーにアクセスするには： 

1. [カラー表示オプション] または [濃度表示オプション] から、[デジタル ルーペ] を選択します。 

2. [マネージャーに移動]（1）をタップし、[デジタル ルーペ マネージャー] にアクセスします。[カラ

ー] と [濃度] に取り込まれた画像のサムネイルが表示されます。 

   
 

表示する画像を選択 

1. 画像（1）をタップし、ディスプレイを開きます。 

2.  またはアイコン （2）をタップし、画像を拡大・縮小します。また、指で画像の周りを移動

することもできます。 

3. アイコン （3）をタップし、[デジタル ルーペ マネージャー] に戻ります。アイコン  （4）を

タップし、画像を削除します。アイコン （5）をタップし、画像を eXact 2 Suite に送信します。 

  
 

画像を削除 

1. [デジタル ルーペ マネージャー] の右上からアイコン （1）をタップし、[デジタル ルーペ機能] 

を表示します。 

2. 複数の画像を選択するには：  

[デジタル ルーペ機能] から、[複数を選択]（2）をタップします。画像（3）を個別にタップして選

択した後、[削除]（4）をタップすると、選択された画像が永久に削除されます。 

3. [装置から全てを削除] をタップします。確認画面が表示されます。再度 [削除] をタップし、すべて

の画像を削除します。 

(1) 
(2) 

(3) 

(4) 

(1) 

(5) 
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(1) 
(2) 

(3) (5) 
(4) 
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NETPROFILER 

NetProfiler には、eXact 2 ベーシックのパフォーマンスを検証し、最適化するためのデスクトップソフトウ

ェアおよびキャリブレーションメディアが付属しています。NetProfiler を初めてご利用になる際は 

NetProfiler を購入し、アカウントを作成してください。その他の情報は、NetProfiler の取扱説明書をご覧く

ださい。 

eXact 2 ベーシックのプロファイルを作成した後、NetProfiler の状態に関する情報をチェックします。

eXact 2 ベーシックのメニューから NetProfiler を選択し、下記の詳細を表示します。 

• バージョン：xxx 

• 有効：NetProfiler のプロファイルを有効または無効に設定します。NetProfiler の最適化機能を使用

し、測定をオンにします。無効に設定すると、固有の状態において測定を行います。 

• 読み込み済み：NetProfiler のワークフローが終了すると、プロファイルが装置にアップロードされ、

有効に設定されます。NetProfiler デスクトップクライアントを使用し、装置にプロファイルをアッ

プロードします。 

• 使用中：現在のプロファイルです。[使用中] は、NetProfiler のプロファイルが有効であることを表

します。[未使用] は、プロファイルの有効期限が切れていることを表します。 

• 測定日時: 30 日ごとに NetProfiler を起動し、新しいプロファイルを作成し、最適なデバイスパフォ

ーマンスを維持してください。これは使用中のプロファイルが作成された日を表します。 

• 有効期限：プロファイルは 30 日間有効です。これがプロファイルの有効期限です。有効期限が切

れた際は、プロファイルを新規作成し、装置の最適なパフォーマンスを維持してください。 

 
詳細は NetProfiler のユーザーガイドをご覧ください。 
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PANTONELIVE（パントンライブ） 

eXact 2 ベーシックは、対応ライセンスがあれば、端末上で PantoneLIVEを利用できます。ライセンスを用

いて、サブスクリプション契約がされているカラーライブラリを装置に使用します。 

PantoneLIVE アカウントにアクセス 

1. ディスプレイ右上からアイコン  をタップし、eXact 2 ベーシックのメニューを開きます。 

2. eXact 2 ベーシックのメニューを上にスワイプし、[PantoneLIVE] をタップします。 

3. [サーバー] フィールドに https://ws.pantonelive.com を入力します。 

4. [ユーザー名] と [パスワード] を指定フィールドに入力します。 

5. [ログイン] をタップし、ライブラリの選択画面にアクセスします。 

  
 

PantoneLIVE ライブラリの選択 

1. ログインし、アクセス可能な Pantone ライブラリの一覧を表示します。検索フィールドをタップし、バ

ーチャルキーボードからライブラリ名を入力します。 

2. [Enter] をタップするか、画面をスワイプすると、PantoneLIVE ライブラリが表示されます。 

3. ライブラリの横にあるボックスをタップします。選択後、チェックマークが表示されます。 

 
 

PantoneLIVE からログアウトするには 

PantoneLIVE からログアウトするには、アイコン （1）をタップした後、[ログアウト]（2）をタップし

てください。 

  
 

(2) 

(1) 

https://ws.pantonelive.com/
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スクリーンショット マネージャー 

[スクリーンショットマネージャー] を開き、装置で撮影したスクリーンショットを管理します。スクリーン

ショットを表示、削除、または eXact 2 Suite に転送することができます。装置は合計 100 個までのスクリ

ーンショット画像を保存可能です 

スクリーンショット マネージャーにアクセスするには： 

1. ディスプレイ右上からアイコン  をタップし、eXact 2 ベーシックのメニューを開きます。 

2. eXact 2 ベーシックのメニューを上にスワイプし、[スクリーンショット] をタップします。 

3. [スクリーンショットマネージャー] が開き、装置で撮影したスクリーンショットのサムネイルがリスト

表示されます。 

    
 

スクリーンショットの表示 

1. 画像（1）をタップし、ビューアを開きます。 

注記：この際、選択モードではなく、表示モードになっていることを確認してください。[スクリーンシ

ョットマネージャー] にコントロール機能が表示されている場合は、選択モードになっていることを表

します。その場合は  をタップし、選択モードを終了してください。 

  

2. （2）をタップし、選択された画像を削除します。 

3. （3）をタップし、選択された画像を eXact 2 Suite に転送します。 

4. （4）をタップし、ビューアを終了します。 

 
  



X - R i t e  e X a c t  2 ベ ー シ ッ ク  

62 

スクリーンショットの選択 

1. 1 つ以上の画像（1）をタップして選択します。コントロール機能が右側に表示されます。 

  

2. （2）をタップし、選択された画像を削除します。 

3. （3）をタップし、選択された画像を eXact 2 Suite に転送します。 

4. （4）をタップし、選択項目を解除します。 

 

(1) 
(2) 

(4) 
(3) 
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付録 

登録 

製品はなるべくお早めに登録してください。登録後、下記をご利用いただけます。 

• eXact 2 Suite ソフトウェア アプリケーション 

• ファームウェアの更新 

• My X-Rite 

• トレーニングビデオ 

• テクニカルサポート 

• その他 

装置を登録するには www.my.xrite.com/ja-jp にアクセスするか、下記の QRコードをスキャンしてください。 

 

 

重要な情報 

メーカー再校正 

エックスライト社では 1 年に 1 回、eXact 2 ベーシック分光測色計にメーカーによる再校正を実施されるこ

とをお勧めします。メーカー再校正に関するお問い合わせは、エックスライト社サービスセンターまでご連

絡ください。 

サービス 

エックスライト社の eXact 2 ベーシックは絶対に分解しないでください。ユーザーにより分解された場合、

製品保証は無効となります。装置が作動しない、あるいは正しく機能しないと思われる場合はエックスライ

ト社のサービスセンターまでご連絡ください。 

 

装置の手入れ 

本装置は、非常に簡単なクリーニングを行うことにより、長期間にわたって安定した性能を発揮しますが、

測定精度を維持するには、以下のような簡単なクリーニングが必要です。 

重要：洗剤や溶剤類は絶対に使用しないでください。 
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清掃 

装置の外側は、水またはイソプロピルアルコールを入れた水で濡らし絞った布で拭いてください。 

タッチスクリーンの手入れ 

タップスクリーンは、水またはイソプロピルアルコールを入れた水で濡らし絞った布で拭いてください。 

フィルターの手入れ 

1. 装置からフィルターガラスを取り外します。 

a. フィルターガラスのタブを装置背面に向けて押しながら、フィルターを取り外します。フィ

ルターの外側縁を持ち上げます。 

注記：フィルターに指紋や汚れが付かないように、指で直接触れないようにしてください。 

b. タブを使用し、インストールしたフィルターガラスをオプチクスの部分からゆっくり持ち上

げてください。 

2. フィルターの両面をイソプロピルアルコールを付けた柔らかい布で拭いてください。 

3. フィルターガラスを取り付けます。 

a. フィルターの前端を開口部に下げ、カチッと音がするまで押し込んでください。 

オプチクスの手入れ 

光学系のクリーニングは、一般的な使用環境でも週に一回程度は実施していただくことをお勧めします。汚

れや埃の多い環境では、より頻繁にクリーニングを行ってください。 

装置を持ち上げ、ターゲットベースを開きます。 

1. 装置からフィルターガラスを取り外します。 

a. フィルターガラスのタブを装置背面に向けて押しながら、フィルターを取り外します。フィ

ルターの外側縁を持ち上げます。 

注記：フィルターに指紋や汚れが付かないように、指で直接触れないようにしてください。 

b. タブを使用し、インストールしたフィルターガラスをオプチクスの部分からゆっくり持ち上

げてください。  
 

2. オプチクス部分に空気を吹き込みます。これで光学系の部分に溜まった埃を取り除くことができます。 
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3. フィルターガラスを取り付けます。 

a. フィルターの前端を開口部に下げ、カチッと音がするまで押し込んでください。 

 

重要：エアースプレー式の缶を使用する際は、逆さまにしたり、傾けたりしないでください。光学系を損傷

する恐れがあります。 

 

白色タイルの手入れ 

白色タイルは、定期的に清掃してください。 

洗剤や溶剤類は絶対に使わないでください。 

白色タイルは、ドッキングステーション裏面にあります。 

1. ドッキングステーションのレバー（1）を使用し、キャリブレーションカバーを開いたままにします。 

2. 白色タイルに空気（2）を吹き込んでください。これで、溜まった埃を取り除くことができます。 

 
 

(1) 
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3. キャリブレーションカバーを閉じた状態に戻してください。 

 

(2) 
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バッテリーパックの交換 
 

注意：間違ったタイプのバッテリーで交換すると大変危険です。必ずセルフ保護の充電式リチウムバッ

テリーパック（X-Rite P/N SE15-48）をご使用ください。 

使用済みのバッテリーは速やかに廃棄してください。幼児の周辺では絶対に使用しないでください。分

解したり、火中に投じたりしないでください。 

1. 装置を横向きにします。 

2. バッテリーカバーから 2 本のねじ（1）を外します。 

 
 

3. バッテリーカバー（2）を開け、コンパートメントからバッテリーパック（3）を取り出します。 

 

4. ロッキングタブを押しコネクターの接続を解除しながら、バッテリーコネクター（4）を取り外し

ます。この時、バッテリーのワイヤーを引っ張らないでください。 

 
5. 新しいバッテリーパックを、コンパートメントのコネクターに挿入します。コネクターが正しくセ

ットされるまで押してください。 

6. 新しいバッテリーパックをコンパートメントに挿入します。 

7. バッテリーカバーを元に戻し、2 本のねじを閉めます。 

(1) 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 
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トラブルシューティング 

下記の方法で問題が解決しない場合は、お買い求めになった販売店までお問い合わせください。    

エラーが続く場合は、エックスライト社のサービスセンターまでお問い合わせください。 

問題 原因／解決法 

Wi-Fi ネットワークが 

ありません。 

eXact 2 ベーシックは、2.4 GHz の Wi-Fi ネットワークをサポートします。対象

の 2.4G Hz SSID を選択し、装置をネットワークに接続します。 

• ネットワークに 2.4 GHz 帯と 5 GHz 帯を組み合わせた単一の SSID を使

用する場合は、ルーターやネットワーク装置の設定から 5 Ghz 帯を一時

的に無効にしてから、装置を接続してください。装置を接続すると、 

5 GHz 帯を再度有効に設定できます。 

装置が反応しません。

（表示なし） 

装置はスリープモードにあります。 

• ディスプレイをタップし、測定を行ってください。 

装置がスリープモードになっています。 

• 起動画面が表示されるまで、電源ボタンを押してください。 

バッテリーが低下しています。 

• バッテリーを充電してください。 

装置とソフトウェアの

通信（USB 接続）が 

取れません。 

インターフェースケーブルが接続されていません。 

• インターフェースケーブルでコンピューターと装置を接続してください。 

• ソフトウェアを再起動してください。異常が続くようであればコンピュータ

ーを再起動してください。 

装置とソフトウェアの

通信（Wi-Fi 接続）が 

取れません。 

Wi-Fi が起動していません。 

• 装置の Wi-Fi 接続を有効にしてください。（セクション「装置の設定」参照） 

• 装置を Wi-Fi ネットワークに接続してください。 

• コンピューターの Wi-Fi 接続を有効にしてください。詳しくはコンピューター

メーカーの説明書をご参照ください。 

• ソフトウェアを再起動してください。異常が続くようであればコンピュータ

ーを再起動してください。 

キャリブレーションに

失敗しました。 

白色タイルが汚れている、または破損しています。 

• 付録ページにある基準板の清掃手順を実行してください。 
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測定エラーまたは出力

データが正しくありま

せん。 

測定サンプルが汚れているまたは破損しています。(例: 傷の付いたサンプル) 

• 新しいサンプルを用意してください。 

装置のキャリブレーションが必要です。 

• 装置のキャリブレーションを実行してください。(「キャリブレーション」 

参照) 

装置のオプチクスが汚れています。 

• 装置のオプチクスを清掃してください。(「清掃」参照) 

パッチが認識されま 

せん。 

装置がパッチを正しく認識しない場合、パッチを手動で変更してください。

（「オーバーライド測定」セクション参照）また装置は、用紙およびベタパッチ

測定の結果に基づいて、自動パッチ認識を調整します。そのため、全てのジョブ

に対し、用紙を最初に測定してからベタを測定してください。間違った測定がパ

ッチタイプに適用されると、他のパッチも正しく検出されません。 

オートパッチ機能は、パッチを正しく検出・予測するようになっていますが、自

動検出で満足できないデータが出力された場合、[オートパッチ] をオフにし、[オ

ーバーライド測定] 機能を使用してください。学習プロセスが完了すれば、オー

トパッチを再度有効に設定することができます。 

装置は特定のパッチを測定するよう指示します（必要条件）。下記は、一般的な

パッチ測定条件です。 

• 用紙：ジョブの最初の測定には用紙測定を行う必要があります。異なる

パッチが最初に認識されると、メッセージが表示されます。 

• ベタ：用紙を測定後、ベタを測定することがアミ点とオーパープリント

の測定条件になっています。 

• アミ点：用紙およびベタパッチを最初に測定してください。 

• 2 次色：隠蔽力を測定する前に、測定するインキに用紙とベタパッチの両

方を測定してください。 

• グレーバランス：用紙の後にブラックベタパッチを測定すると、パッチ

検出に良好なケースもあります。しかし、これは常に必要ではありませ

ん。ブラックは必ずしもジョブに使用するものではありません。 

スクリーンショットが

開きません。 

スクリーンショットをタップしても表示されない場合は、必ず表示モード（非選

択モード）にあることを確認してください。  をタップして選択モードを終了

するか、またはスクリーンショットを再度開いてください。 
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設定または機能がグレ

ー表示・無効になって

います。 

グレー表示になっている設定または機能はパスワードで保護されています。上部

バーからロックアイコンをタップし、パスワードを入力してください。 

パスワードのリセット eXact 2 Suite の [ユーザーセキュリティ] に対する、装置のパスワードをリセッ

トします。 

 

装置のリセット 

装置をリセットするには： 

1. USB ケーブルを取り外します。 

2. [再起動] が表示されるまで、電源ボタンを押し下げます。 

3. [再起動] をタップすると、装置が再起動します。 

 

リセット後も問題が続く場合は、エックスライト社までお問い合わせください。 
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仕様 

分光エンジン 

分光分析：  DRS 分光エンジン  

波長範囲：  400 nm ～ 700 nm、10 nm 間隔  

 

オプチクス 

光学幾何条件：  45°:0° リング照明レンズ、ISO 13655:2017 

測定アパーチャー：  1.5 mm、2 mm、4 mm、6 mm  

光源：  LED（フルスペクトル LED 光源） 

 

反射率測定 

測定条件： ISO 13655:2017 に準拠： 

• M0：UV 込み 

• M1：（方式 2）D50 

• M2：UV 除去 

• M3：偏光フィルター 

キャリブレーション：  白色基準板にて手動で実施 

器差： 平均：0.25 ΔE*ab、最大：0.45 ΔE*ab（M3 0.55 ΔE*ab）

（23°C +/- 1°C, 40～60% RH環境下での BCRAタイル 12色お

よび白色セラミックリファレンスの測定値をエックスライト

社基準値で評価）（D50、2°） 

 

短期反復性 

白色： 0.02 ΔE*ab、（標準偏差）白色 BCRA 

 （5秒ごとに 20回測定、平均値からの誤差） 

 

短期反復性 

濃度： CMYK 測定に +/-0.01 D 

 

スキャン長： 最大：1,120 mm 

 

操作環境 
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操作温度範囲：  10℃ ～  35℃  

30～85% 最大相対湿度（結露なし） 

保存温度範囲： -20℃ ～ 50℃ 

 

インターフェース、サイズ、重量 

データ インターフェース： USB USB-C ポート（USB-A ポートに接続するアダプターに付属） 

 Wi-Fi IEEE 802.11 b/g/n 規格に対応 

 2.4 GHz ISM バンドをサポート（5 GHz は非対応） 

 IEEE 802.11 WEP、WPA、WPA2、WPA2 エンタープライズ 

 セキュリティをサポート 

電源：  X-Rite パーツ番号：SE30-130（ACアダプター） 

 100～240VAC 50/60Hz、12VDC @ 2.5A 

バッテリー：   X-Rite 製品番号：SE15-48 

 リチウムイオン、3.60V、4900 mAh 

外形寸法：  高さ 7.75 cm、幅 8.13 cm、奥行 21.34 cm 

重量：  1.46ポンド（0.665 kg） 

 

操作環境 

使用環境： 屋内専用 

高度： 2000 m 

汚染度： 2 

過電圧： カテゴリー II 

 

標準アクセサリー 

USB-C → USB-A 変換アダプター、AC アダプター、ドッキングステーション、取扱説明書、保存ケース、 

ISO 9000 認定書 

 
デザインおよび仕様内容は、予告なしに変更することがあります。 
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カラー＆濃度機能 

下記は各機能の説明です。 

絶対着色力 

絶対着色力強度「K/S」は、色材濃度のための測定値です。 

着色力を判断するには、使用可能な計算方法を選択する必要があります。最大吸収波長 K/S：K/S は、分光

カーブの最大反射率の波長で計算します。 

xyz 平均 K/S：可視スペクトル全体における xyz 平均 K/S から着色力を計算します。次に、着色力を判断す

るインキタイプを選択します。透明インキ、不透明インキ、またはテキスタイル染料を選択することができ

ます。 

全濃度 

測定サンプルの全フィルタータイプ（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック）に対する濃度値を表示しま

す。さらに、分光曲線に対する最大濃度波長における濃度値を表示するよう設定することも可能です。 

 

CIE L*a*b* 
CIE 1931 XYZ 色空間から知覚的に均等な空間への変換として算出されています。L*次元は明度、a*（レッ

ド／グリーン）と b*（イエロー／ブルー）は色味に関連する次元になります。知覚的に均等であるという

ことは、カラー値の同じ量の変動が、ビジュアル的にほぼ同じ変動を引き起こすことを意味します。有効な

基準色が存在する際は、Δ値が設定されている ΔE タイプと共に表示されます。 

CIE L*C*h° 
CIEL*a*b*と同じ色空間を使用します。主な違いは、L*a*b*がデカルト座標で色をプロットするのに対して、

L*C*h°では極座標を使用することです。L* は同じですが、C*は原点までの距離で表される彩度または色の

強度を意味し、h°は色相角を表します。有効な基準色が存在する際は、Δ値が設定されている ΔE タイプと

共に表示されます。 

CIE XYZ 
これらの色の三刺激値は、テスト色にマッチさせるのに必要となる加法混色の 3 原色の量を表します。CIE 

XYZは、その他多くの色空間を定義するベースとなっています。有効な基準色があれば、ΔXYZが表示され

ます。 

CIE Yxy 
これらの値は XYZ値から直接導かれます。Yは、色の輝度または視感反射率を表します。x および y は XYZ 

値から計算され、X および Z の正規化された色度を定義します。ベタ色および 2 次色（隠蔽力）の x/y 値の

プロットは、再現可能な色域を表示します。また x および y 値は、さまざまな膜厚／色材濃度におけるイン

クの「見え」を判断する機能の一部としても使用されます。有効な基準色があれば、ΔYxy も表示されます。 
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コントラスト 

シャドーエリアのアミ点品質をチェックする際に使用します。コントラストは、ベタインキ濃度の測定値お

よびシャドーエリアのインキ濃度から計算されます。コントラストは、ベタインキ濃度の測定値およびシャ

ドーエリアのインキ濃度から計算されます。本機能には [自動] および [スポット] の 2 つの自動カラーレス

ポンス設定がありますが、プロセスカラーのいずれかの色に手動で設定することもできます。 

ΔE トレンド 

現在の基準色に対して測定された現在および過去のサンプルの ΔE 値をプロット（現在の ΔE 方式の設定を

使用）します。グラフには、最後の 10個までの測定値が表示されます。 

濃度 

インキ膜厚を間接的に測定します。シアン、イエロー、マゼンタ、ブラックのプロセスカラーで使用する濃

度ステータス（A、E、I、T、G）を設定する必要があります。スポットインキの結果は、測定色の分光曲線

における最大濃度を示す波長における分光濃度を出力します。本機能では、オプションとして白色ベース

（用紙濃度）を差し引くよう設定することが可能です。自動カラー選択ではカラーの主濃度（C、M、Y、K）

および最後の CMYK 測定値が表示されます。スポットカラーでは、分光濃度の最大波長を自動選択します。

カラーレスポンス（C、M、Y、K）を手動で選択することも可能です。[ジョブ] では、表示されるカラーレ

スポンスが測定パッチによって異なります。 

濃度 & CIE L*a*b* 

濃度結果と L*a*b* 値の結果を同じ表面に表示します。モード（自動およびスポット）は、それぞれ、プロ

セスインキ（C、M、Y、K）の主濃度または最大吸収波長の分光濃度を表示します。有効な基準色が存在す

る場合は、Δ／絶対ボタンが表示され、最新サンプルの絶対および Δ間の結果を変更することが可能です。 

濃度＆CIE L*C*h° 

濃度結果と L*C*h°値の結果を同じ表面に表示します。モード（自動およびスポット）は、それぞれ、プロ

セスインキ（C、M、Y、K）の主濃度または最大吸収波長の分光濃度を表示します。有効な基準色が存在す

る場合は、Δ／絶対ボタンが表示され、最新サンプルの絶対および Δ間の結果を変更することが可能です。 

濃度バランス 

見やすいグラフィック表示で、グレーバランスパッチを基準色と比較します。 

濃度トレンド 

この本機能は、指定された濃度色に対し、最後に測定された 10 回までの濃度値のバーグラフを表示します。

指定された濃度色の全ての測定値に対する平均値が、トレンドグラフの上部に表示されます。（10 回以上

の測定が実行された場合も含まれます。） 
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グレーバランスの品質管理 

現在のサンプルの C、M、Y 濃度値、および測色データを出力します。 

ヒューエラー&グレイネス 

ヒューエラーは、印刷された色の仮想的な純色からの変動を表します。グレイネスは、彩度の低下をまねく

色のグレーの存在を表します。ヒューエラーおよびグレイネスは、印刷作業全体における安定性をチェック

します。 

プレート測定 

印刷プレート上のアミ点面積率を決定します。[インク設定] の印刷プレートとアミ点面積を計算する、プレ

ートタイプ（ネガまたはポジ）およびユール・ニールセン係数が設定されていることを確認してください。 

反射率グラフ 

測定データの反射率曲線を表示します。サンプルは白、と基準色は青で表示されます。 

相対着色力 

• 相対着色力「DS」は、色材濃度を基準色の色材濃度と比較する方法です。DS はサンプルの絶対着

色力「K/S」と、基準色の絶対着色力「K/S」間の比率です。 

• 相対着色力「DS」は、基準色に比べた色材濃度の度合いを表します。例えば、DS = 50%は、サン

プルカラー色材濃度が基準色の半分にしかすぎないことを意味します。 

• 状況によって、絶対着色力「K/S」の計算に異なる計算式を選択することができます。透明インキ

には、サンプルカラーに基準色と同じ厚さのレイヤーを使用する必要があります。これにより初め

て、色材濃度に関する情報を出力することが可能です。 

• 膜厚（色材濃度）は、基準色に最もマッチさせるための色材濃度を表します。残色差（rsΔE）は、

実際にサンプルが基準色とどの程度マッチしたかどうかをチェックし、基準色にマッチさせるため

のサンプルの色材濃度の補正量およびその際の CIEΔE76 を計算します。 

アミ点％ 

アミ点パッチの濃度値と既知の 0%（用紙／基材）および 100%（ベタパッチ）の濃度値を比較して、アミ

点またはハーフトーンパッチの絶対アミ点面積率（%）を判断します。マレー・デービス、ユール・ニール

センまたは SCTV（ISO 20654）を使用して結果を計算します。 

ユール・ニールセンの nファクター定数は、プロセスインキ各色とスポットカラーで別々に調整することが

できます。 
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ドットゲイン（TVI） 

実際のアミ点面積率%とその名目値の差です。名目値%は、ドットゲイン機能の設定（1～3パッチ）で構成

されています。 

トラッピング 

ベタインキが他のベタインキ上（隠蔽力）にどのように印刷できるかを判断します。良好な範囲でのトラッ

ピングは、良好なカラーガモットを確保します。カラーレスポンスを自動モードに設定すると、トラッピン

グがプロセスインキで操作します。スポットカラーを使用する際は、スポット設定をご使用ください。 

トラップ値は次の 3つのいずれかの計算式で算出されます：  

プルーセル（GATF）トラップ方程式（工場出荷状態）Brunner トラップ方程式または Ritz 方程式 
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